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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両走行用の電気モータ（３０）と、
　前記電気モータ（３０）へ電力を供給するバッテリ（１００）と、を備える電動車両（
１，１’，２０１，３０１）であって、
　車体後部を構成し、後輪（４，４ａ，４ｂ）の上方に向けて延びるリアフレーム（２１
Ａ）を備え、
　前記リアフレーム（２１Ａ）は、前記バッテリ（１００）を脱着可能に収納する電装部
品収納部（７６）を構成するとともに、前記電装部品収納部（７６）の上面に荷台（７５
）を構成し、
　前記電装部品収納部（７６）は、バッテリ収納空間を開閉するための開閉部（７２，７
４ｂ，７８）を備え、
　前記電装部品収納部（７６）は、前記バッテリ（１００）を垂直方向に対して傾斜した
傾斜方向（Ｃ４１，Ｃ４２）で挿脱させるように支持するバッテリケース（１００Ａ）を
備え、
　前記バッテリ（１００）は、一対の単位バッテリ（１０１，１０２）で構成され、
　前記一対の単位バッテリ（１０１，１０２）は、Ｖ字状に配置され、それぞれ傾斜方向
（Ｃ４１，Ｃ４２）に沿って挿脱される電動車両。
【請求項１１】
　車体前部構造体（３）と、
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　前記車体前部構造体（３）から分離した車体後部構造体（５）と、
　前記車体前部構造体（３）および車体後部構造体（５）を、車両前後方向を向く軸線（
Ｃ１）回りに相対揺動可能に連結する回動機構（５０）と、
　車両走行用の電気モータ（３０）と、
　前記電気モータ（３０）へ電力を供給するバッテリ（１００）と、を備える電動車両（
１，１’，２０１，３０１）であって、
　車体後部を構成し、後輪（４，４ａ，４ｂ）の上方に向けて延びるリアフレーム（２１
Ａ）を備え、
　前記リアフレーム（２１Ａ）は、前記バッテリ（１００）を脱着可能に収納する電装部
品収納部（７６）を構成するとともに、前記電装部品収納部（７６）の上面に荷台（７５
）を構成し、
　前記電装部品収納部（７６）は、バッテリ収納空間を開閉するための開閉部（７２，７
４ｂ，７８）を備え、
　前記電装部品収納部（７６）は、前記バッテリ（１００）を垂直方向に対して傾斜した
傾斜方向（Ｃ４１，Ｃ４２）で挿脱させるように支持するバッテリケース（１００Ａ）を
備え、
　前記車体後部構造体（５）を覆う後車体カバー（７０）の前壁部（７１）には、前記バ
ッテリ（１００）と挿脱方向で対向する位置に、前記バッテリ（１００）を挿脱可能とす
る開口（７７）が形成され、
　前記開口（７７）は、前記車体前部構造体（３）および車体後部構造体（５）間の隙間
（Ｓ１）に臨んでいる電動車両。
【請求項１２】
　前記電装部品収納部（７６）は、前記バッテリ（１００）の後方に充電器（１２５）を
収納している請求項１又は１１に記載の電動車両。
【請求項１３】
　前記電装部品収納部（７６）は、前記バッテリ（１００）を、前記荷台（７５）の上面
を避けた前方向から着脱可能とする請求項１１に記載の電動車両。
【請求項１４】
　後輪（４ａ，４ｂ）を上下揺動可能に支持するスイングアーム（４０）と、前記リアフ
レーム（２１Ａ）と前記スイングアーム（４０）とを連結するリアクッション（２８）と
、を備え、
　前記リアクッション（２８）は、前記バッテリ（１００）の後方において前後方向視で
前記バッテリ（１００）と重なるように、あるいは前記バッテリ（１００）の側方におい
て側面視で前記バッテリ（１００）と重なるように配置されている請求項１，１１から１
３の何れか一項に記載の電動車両。
【請求項１５】
　後輪（４ａ，４ｂ）を上下揺動可能に支持するスイングアーム（４０）を備え、
　前記スイングアーム（４０）は、側面視で後輪（４ａ，４ｂ）を避けた位置に、前記電
気モータ（３０）を収納するモータケース（４３ｂ）を備えている請求項１，１１から１
４の何れか一項に記載の電動車両。
【請求項１６】
　前記電気モータ（３０）は、前記スイングアーム（４０）の長さ方向（Ｃ２）の中央部
（４０ａ）よりもスイング軸（４１）側に配置され、
　前記モータケース（４３ｂ）に隣接して前記スイング軸（４１）が設けられている請求
項１５に記載の電動車両。
【請求項１７】
　前記電気モータ（３０）は、前記スイングアーム（４０）の上部に配置されている請求
項１５又は１６に記載の電動車両。
【請求項１８】
　前記電装部品収納部（７６）に収納される電装部品（１３０）は、
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　前記電気モータ（３０）を制御するパワーコントロールユニット（１２０）と、
　前記バッテリ（１００）からの出力電圧を降圧するダウンレギュレータ（１２６）と、
　前記バッテリ（１００）、パワーコントロールユニット（１２０）およびダウンレギュ
レータ（１２６）を接続するジャンクションボックス（１２３）と、を備えている請求項
１，１１から１７の何れか一項に記載の電動車両。
【請求項１９】
　前記バッテリ（１００）は、長さ方向の一端側にバッテリ接続端子（１０１ｄ，１０２
ｄ）を備え、
　前記ジャンクションボックス（１２３）は、前記バッテリ（１００）の長さ方向におい
て、前記バッテリ（１００）の長さ方向の中央部（１０１ｅ，１０２ｅ）よりも前記バッ
テリ接続端子（１０１ｄ，１０２ｄ）側に配置されている請求項１８に記載の電動車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動車両に関する。
　本願は、２０１８年４月２日に、日本に出願された特願２０１８－０７１１０５号に基
づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の電動車両として、例えば特許文献１には、後車体に対して前車体がロール方向（
車両前後方向を向く軸回りの回動方向）に揺動可能な電動車両が開示されている。この電
動車両では、以下の構成を有している。車体フレーム１（前車体、揺動車体）の後端には
トランク１６が設けられている。車体フレーム１の座席１５下の位置には固定ブラケット
３が設けられている。固定ブラケット３にはスイング軸４を介して可動ブラケット５が左
右回転自在に支持されている。
　可動ブラケット５にはボールジョイント６を介してパワーユニットＰが上下揺動自在に
支持されている。可動ブラケット５には上部支持枠５５と下部支持枠５６とを含むバッテ
リ支持枠９が溶着されている。上部支持枠５５と下部支持枠５６とには前部トレー６２お
よび後部トレー６５が固定されている。前部トレー６２および後部トレー６５には複数の
バッテリ１０が載置されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３１８９９７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記従来の技術では、バッテリ１０はバッテリ支持枠９（上部支持枠５５、
下部支持枠５６、連結枠５７、補強板５８、前部支持枠５９および補強パイプ６０，６１
）で覆われている。このため、バッテリ１０の脱着が困難である。また、車体フレーム１
（前車体、揺動車体）の後端に設けられたトランク１６が、バッテリ１０の上方に離間し
て配置されている。このため、重量物であるバッテリ１０を着脱する際、トランク１６を
避けて行う動作が必要となる。したがって、脱着容易性の面で改善の余地があった。
【０００５】
　そこで本発明は、電動車両において、重量のあるバッテリの着脱を容易にすることを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題の解決手段として、本発明の第一の態様は、車両走行用の電気モータ（３０）
と、前記電気モータ（３０）へ電力を供給するバッテリ（１００）と、を備える電動車両
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（１，１’，２０１，３０１）であって、車体後部を構成し、後輪（４，４ａ，４ｂ）の
上方に向けて延びるリアフレーム（２１Ａ）を備え、前記リアフレーム（２１Ａ）は、前
記バッテリ（１００）を脱着可能に収納する電装部品収納部（７６）を構成するとともに
、前記電装部品収納部（７６）の上面に荷台（７５）を構成し、前記電装部品収納部（７
６）は、バッテリ収納空間を開閉するための開閉部（７２，７４ｂ，７８）を備え、前記
電装部品収納部（７６）は、前記バッテリ（１００）を垂直方向に対して傾斜した傾斜方
向（Ｃ４１，Ｃ４２）で挿脱させるように支持するバッテリケース（１００Ａ）を備え、
前記バッテリ（１００）は、一対の単位バッテリ（１０１，１０２）で構成され、前記一
対の単位バッテリ（１０１，１０２）は、Ｖ字状に配置され、それぞれ傾斜方向（Ｃ４１
，Ｃ４２）に沿って挿脱される。
　本発明の第十一（説明都合上の順序を示す。以下同様。）の態様は、車体前部構造体（
３）と、前記車体前部構造体（３）から分離した車体後部構造体（５）と、前記車体前部
構造体（３）および車体後部構造体（５）を、車両前後方向を向く軸線（Ｃ１）回りに相
対揺動可能に連結する回動機構（５０）と、車両走行用の電気モータ（３０）と、前記電
気モータ（３０）へ電力を供給するバッテリ（１００）と、を備える電動車両（１，１’
，２０１，３０１）であって、車体後部を構成し、後輪（４，４ａ，４ｂ）の上方に向け
て延びるリアフレーム（２１Ａ）を備え、前記リアフレーム（２１Ａ）は、前記バッテリ
（１００）を脱着可能に収納する電装部品収納部（７６）を構成するとともに、前記電装
部品収納部（７６）の上面に荷台（７５）を構成し、前記電装部品収納部（７６）は、バ
ッテリ収納空間を開閉するための開閉部（７２，７４ｂ，７８）を備え、前記電装部品収
納部（７６）は、前記バッテリ（１００）を垂直方向に対して傾斜した傾斜方向（Ｃ４１
，Ｃ４２）で挿脱させるように支持するバッテリケース（１００Ａ）を備え、前記車体後
部構造体（５）を覆う後車体カバー（７０）の前壁部（７１）には、前記バッテリ（１０
０）と挿脱方向で対向する位置に、前記バッテリ（１００）を挿脱可能とする開口（７７
）が形成され、前記開口（７７）は、前記車体前部構造体（３）および車体後部構造体（
５）間の隙間（Ｓ１）に臨んでいる。
　本発明の第十二の態様は、上記第一又は第十一の態様において、前記電装部品収納部（
７６）は、前記バッテリ（１００）の後方に充電器（１２５）を収納している。
　本発明の第十三の態様は、上記第十一の態様において、前記電装部品収納部（７６）は
、前記バッテリ（１００）を、前記荷台（７５）の上面を避けた前方向から着脱可能とす
る
　本発明の第十四の態様は、上記第一、第十一から第十三の態様の何れか一つにおいて、
後輪（４ａ，４ｂ）を上下揺動可能に支持するスイングアーム（４０）と、前記リアフレ
ーム（２１Ａ）と前記スイングアーム（４０）とを連結するリアクッション（２８）と、
を備え、前記リアクッション（２８）は、前記バッテリ（１００）の後方において前後方
向視で前記バッテリ（１００）と重なるように、あるいは前記バッテリ（１００）の側方
において側面視で前記バッテリ（１００）と重なるように配置されている。
　本発明の第十五の態様は、上記第一、第十一から第十四の態様の何れか一つにおいて、
後輪（４ａ，４ｂ）を上下揺動可能に支持するスイングアーム（４０）を備え、前記スイ
ングアーム（４０）は、側面視で後輪（４ａ，４ｂ）を避けた位置に、前記電気モータ（
３０）を収納するモータケース（４３ｂ）を備えている。
　本発明の第十六の態様は、上記第十五の態様において、前記電気モータ（３０）は、前
記スイングアーム（４０）の長さ方向（Ｃ２）の中央部（４０ａ）よりもスイング軸（４
１）側に配置され、前記モータケース（４３ｂ）に隣接して前記スイング軸（４１）が設
けられている。
　本発明の第十七の態様は、上記第十五又は第十六の態様において、前記電気モータ（３
０）は、前記スイングアーム（４０）の上部に配置されている。
　本発明の第十八の態様は、上記第一、第十一から第十七の態様の何れか一つにおいて、
前記電装部品収納部（７６）に収納される電装部品（１３０）は、前記電気モータ（３０
）を制御するパワーコントロールユニット（１２０）と、前記バッテリ（１００）からの
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出力電圧を降圧するダウンレギュレータ（１２６）と、前記バッテリ（１００）、パワー
コントロールユニット（１２０）およびダウンレギュレータ（１２６）を接続するジャン
クションボックス（１２３）と、を備えている。
　本発明の第十九の態様は、上記第十八の態様において、前記バッテリ（１００）は、長
さ方向の一端側にバッテリ接続端子（１０１ｄ，１０２ｄ）を備え、前記ジャンクション
ボックス（１２３）は、前記バッテリ（１００）の長さ方向において、前記バッテリ（１
００）の長さ方向の中央部（１０１ｅ，１０２ｅ）よりも前記バッテリ接続端子（１０１
ｄ，１０２ｄ）側に配置されている。
【発明の効果】
【０００７】
　第一および第十一の態様によれば、車体後部を構成するリアフレームに、重量物である
バッテリを搭載する電装部品収納部を設けるとともに、電装部品収納部の上面に荷台を設
け、さらに電装部品収納部にはバッテリ収納空間を開閉する開閉部を設けている。これに
より、電装部品収納部の上方に離間して荷台を設ける場合に比べて、重量物であるバッテ
リを着脱する際、荷台を避けて行う動作が不要となる。また、電装部品収納部は、荷台の
一部等を利用した開閉部によってバッテリ収納空間を開閉させることで、この点でも荷台
を避けてバッテリの着脱を行う動作が不要となる。したがって、重量のあるバッテリの着
脱を容易にすることができる。また、電装部品収納部の上面を荷台として活用し、電動車
両のコンパクト化を図ることができる。
　また、バッテリを垂直方向に挿脱させる場合に比べて、重量物であるバッテリを持ち上
げやすく、かつバッテリケースにてバッテリ重量の少なくとも一部を受けることが可能と
なるため、バッテリの着脱作業を容易にすることができる。
　第十二の態様によれば、バッテリよりも後方に充電器を配置することで、充電器が車体
全体の後端寄りに配置されるので、充電器へのアクセスが容易になる。高電圧部品でかつ
重量物であるバッテリは、相対的に車体全体の前後中央寄りに配置されるので、後方から
の外乱の影響が抑えられるとともに、マスの集中に寄与することができる。
　第十三の態様によれば、荷台の上面を避けてバッテリを着脱可能とするので、荷台に荷
物を積載した状態でもバッテリが脱着可能となり、利便性を向上させることができる。
　第十四の態様によれば、後輪懸架装置のリアクッションを利用して、バッテリに対する
後方あるいは側方からの外乱の影響を抑え、バッテリの保護性を向上させることができる
。
　第十五の態様によれば、インホイールモータのように側面視で後輪と重なるように電気
モータを配置する場合に比べて、車両側方から電気モータへのアクセスが容易になり、か
つ電気モータを収納するモータケースが車両側方に露出して設けられているため、電気モ
ータの組み付け性やメンテナンス性を向上させることができる。
　第十六の態様によれば、重量物である電気モータをスイングアームにおけるスイング軸
に近い位置に設けることで、スイングアームの作動性を向上させることができる。
　第十七の態様によれば、電気モータをスイングアームの上部に設けることで、電気モー
タに対する路面側からの外乱や被水を抑えることができる。
　第十八の態様明によれば、電装部品をリアフレームに集中配置することで、電装部品間
のハーネス長さを短縮化するとともに、各部品が相対移動しないので、配線の屈曲や干渉
による摩耗等の抑制を図ることが出来る。
　第十九の態様によれば、バッテリとジャンクションボックスとを近づけて配置すること
で、バッテリおよびジャンクションボックス間の配線をさらに短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第一実施形態における電動車両の左側面図である。
【図２】上記電動車両の車体後部の左側面図である。
【図３】上記電動車両の後面図である。
【図４】上記電動車両の後車体の斜視図である。
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【図５】上記後車体から後車体カバーを外した状態の斜視図である。
【図６】上記電動車両の主要電装部品のブロック図である。
【図７】上記電動車両の回動機構の一部断面を含む平面図である。
【図８】図７のＸ－Ｘ断面図である。
【図９】第一実施形態の変形例を示す図２に相当する左側面図である。
【図１０】本発明の第二実施形態における電動車両の左側面図である。
【図１１】第二実施形態の電動車両の車体後部の左側面図である。
【図１２】第二実施形態の電動車両の車体後部の右側面図である。
【図１３】第二実施形態の電動車両の後面図である。
【図１４】第二実施形態の電動車両の後車体の斜視図である。
【図１５】第二実施形態の後車体から後車体カバーを外した状態の斜視図である。
【図１６】本発明の第三実施形態における電動車両の左側面図である。
【図１７】第三実施形態の電動車両の車体後部の左側面図である。
【図１８】第三実施形態の電動車両の後面図である。
【図１９】第三実施形態の電動車両の後車体の斜視図である。
【図２０】第三実施形態の後車体から後車体カバーを外した状態の斜視図である。
【図２１】第三実施形態の電動車両の前車体が直立状態にあるときの車体後部の前面図で
ある。
【図２２】第三実施形態の電動車両の前車体が揺動状態にあるときの車体後部の前面図で
ある。
【図２３】本発明の変形例を示す図１に相当する左側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。なお、以下の説明における
前後左右等の向きは、特に記載が無ければ以下に説明する車両における向きと同一とする
。また以下の説明に用いる図中適所には、車両前方を示す矢印ＦＲ、車両左方を示す矢印
ＬＨ、車両上方を示す矢印ＵＰが示されている。
【００１０】
　まず、本発明の第一実施形態について、図１～図９を参照して説明する。
（車両全体）
　図１～図３に示すように、本実施形態の電動車両１は、操向輪である一輪の前輪２を前
車体（車体前部構造体）３に支持している。電動車両１は、駆動輪である左右一対の後輪
４ａ，４ｂを後車体（車体後部構造体）５に支持している。電動車両１は、左右後輪４ａ
，４ｂを接地させた後車体（非揺動側車体）５に対して、乗員が乗車した前車体（揺動側
車体）３を左右揺動（ローリング動）可能とする。電動車両１は、揺動式の電動三輪車と
して構成されている。
【００１１】
　前車体３は、前輪転舵用のバーハンドル６と、乗員着座用のシート７と、を備えている
。前車体３は、バーハンドル６とシート７との間を跨ぎ空間８とする。前車体３は、跨ぎ
空間８の下方に低床フロア９を備えている。
　前車体３および後車体５は、回動機構（ローリングジョイント）５０を介して互いに連
結されている。図中符号Ｃ１は回動機構５０における車両前後方向に延びる回動軸線、線
ＣＬ１は前車体３の左右中心線、線ＣＬ２は後車体５の左右中心線をそれぞれ示している
。
【００１２】
（前車体）
　図１を参照し、前車体３は、前車体フレーム１１を備えている。前車体フレーム１１は
、ヘッドパイプ１２の後側から下方へ延びた後に後方へ湾曲する単一の前部フレーム１４
と、前部フレーム１４の湾曲部両側から左右に分岐して後方へ延びる左右一対の下部フレ
ーム１５と、左右下部フレーム１５の後端部から斜め後上方へ湾曲して延びる左右一対の
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後部フレーム１６と、を備えている。前部フレーム１４の後端部は、左右下部フレーム１
５の後部間に渡るロアクロスフレーム１７の中間部に結合されている。ヘッドパイプ１２
には、例えばボトムリンク式の前輪懸架装置１３が操向可能に支持されている。前輪懸架
装置１３の下端部には、前輪２が支持されている。
【００１３】
　ロアクロスフレーム１７の後方には、左右後部フレーム１６の下部間に渡るリアロアク
ロスフレーム１８が配置されている。ロアクロスフレーム１７およびリアロアクロスフレ
ーム１８には、回動機構５０の前構造体５１が固定的に支持されている。
　電動車両１の旋回走行時において、前車体３は、左右後輪４ａ，４ｂを路面Ｇに接地さ
せた後車体５に対して、回動機構５０を介して旋回方向に揺動（バンク）する。これによ
り、前車体３は、操向輪である前輪２に舵角を生じさせる。
【００１４】
　前車体フレーム１１を含む前車体３の全体は、前車体カバー６０に覆われている。前車
体カバー６０は、ヘッドパイプ１２及び前部フレーム１４の周辺を前方から覆うフロント
カバー６１と、ヘッドパイプ１２及び前部フレーム１４の周辺を後方から覆うインナカバ
ー６２と、インナカバー６２の下端部の後方に連なるフロアボード６３と、フロアボード
６３の後方で斜め上後方に傾斜して連なる後部傾斜ボード６４と、後部傾斜ボード６４の
左右内側の部位で立ち上がりシート７の下方に至るシート下カバー６５と、を備えている
。図中符号６１ａはフロントカバー６１の上端部両側に支持された左右一対のバックミラ
ーを示している。
【００１５】
　フロアボード６３は、左右下部フレーム１５等とともに、低床フロア９を構成している
。後部傾斜ボード６４は、左右後部フレーム１６等とともに、低床フロア９の後方に連な
る後部傾斜部９ａを構成している。シート７の後方には、略垂直な前面を形成するバック
レスト６６が立ち上がる。バックレスト６６は、左右後部フレーム１６の上端部に支持さ
れている。バックレスト６６の後面側は、後車体５における荷台７５の前端部上方に起立
する荷台前壁部６６ｂを構成している。バックレスト６６の上方には、左右一対の支柱６
６ａが延びている。フロントカバー６１の上方には、ウインドスクリーン６７が延びてい
る。ウインドスクリーン６７の上端部には、後方に湾曲して延びるルーフ６８が連なって
いる。ルーフ６８の後端部は、左右支柱６６ａの上端部に支持されている。
【００１６】
（後車体）
　図１～図３に示すように、後車体５は、前車体フレーム１１から独立した後車体フレー
ム２１を備えている。後車体フレーム２１は、回動機構５０の上部から斜め後上方へ延び
る第二後部フレーム２２と、第二後部フレーム２２の上端部から後方へ湾曲して延びる後
上部フレーム２３と、後上部フレーム２３の後部に結合されて左右方向に延びる後上部ク
ロスフレーム２４と、後上部フレーム２３の前部に結合されて左右方向に延びる中間上部
クロスフレーム２４ａと、第二後部フレーム２２の下端部に結合されて左右方向に延びる
第二リアロアクロスフレーム２５と、第二リアロアクロスフレーム２５の左右両側から後
方へ延びる左右一対のリアロアサイドフレーム２６と、左右リアロアサイドフレーム２６
の後端部から斜め後ろ上方へ湾曲して延びる左右一対のリアサイドフレーム２７と、を備
えている。左右リアサイドフレーム２７は、後上部クロスフレーム２４の左右両側に結合
される。第二後部フレーム２２は、側面視で後部フレーム１６と略平行をなしている。
【００１７】
　第二後部フレーム２２および後上部フレーム２３は、例えば互いに一体形成されている
。第二後部フレーム２２および後上部フレーム２３は、例えば後車体５の左右中央に配置
された単一の金属部材で形成されている。後車体フレーム２１（特に第二後部フレーム２
２、後上部フレーム２３、後上部クロスフレーム２４および中間上部クロスフレーム２４
ａ）は、リアフレーム２１Ａを構成している。リアフレーム２１Ａは、回動機構５０の後
構造体５２（非回動領域）から側面視で後輪４ａ，４ｂの上方に向けて延びている。
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【００１８】
　第二後部フレーム２２の下部には、回動機構５０の後構造体５２が固定的に支持されて
いる。後構造体５２の後端部には、スイングユニット４０の前端部が、左右方向に沿う（
延びる）スイング軸（ピボット軸）４１を介して上下揺動可能に支持されている。例えば
、スイングユニット４０の後端部に設けられた後輪車軸４２の外筒４２ａには、左右一対
のリアクッション２８の下端部が連結されている（図３参照）。左右リアクッション２８
の上端部は、後上部クロスフレーム２４の左右両側にそれぞれ連結されている。スイング
ユニット４０の後端部は、左右リアクッション２８を介して後車体フレーム２１の上後部
に連結、支持されている。後車体５には、スイングユニット４０、左右リアクッション２
８および後車体フレーム２１を含む後輪懸架装置（リアサスペンション）２９が構成され
ている。
【００１９】
　図４を併せて参照し、後車体フレーム２１を含む後車体５の全体は、後車体カバー７０
に覆われている。後車体カバー７０は、第二後部フレーム２２と略平行な傾斜前面を形成
する前壁部７１と、前壁部７１の上端部から後方へ略水平に延びる上壁部７２と、上壁部
７２の後端部から下方へ延びる後壁部７３と、前壁部７１および後壁部７３の間に渡る左
右一対の側壁部７４と、を備えている。左右側壁部７４には、左右後輪４ａ，４ｂの上方
を覆うリアフェンダ７４ａが形成されている。上壁部７２は、後上部フレーム２３、後上
部クロスフレーム２４および中間上部クロスフレーム２４ａ等とともに、後車体５の上面
（収納部７６の上面でもある）に荷台７５を構成している。前壁部７１は、前車体３の後
部傾斜部９ａと略平行をなしている。前壁部７１は、後部傾斜部９ａとの間に、前後車体
３，５の相対揺動時に後部傾斜部９ａと干渉しない程度の隙間Ｓ１（図２参照）を空けて
配置されている。なお、図示都合上、図１～図３には後車体カバー７０の一部のみ示して
いる。
【００２０】
（スイングユニット）
　図１～図３を参照し、スイングユニット４０は、左右後輪４ａ，４ｂの間に配置されて
いる。スイングユニット４０は、側面視でスイング軸４１から後輪車軸４２まで延びるよ
うに配置されている。スイングユニット４０は、長さ方向を前後方向に向けて配置されて
いる。スイングユニット４０は、側面視でスイング軸４１と後輪車軸４２とを結ぶ軸線Ｃ
２に沿って延びている。以下、軸線Ｃ２に沿う方向をスイングユニット４０の長さ方向（
アーム長さ方向）Ｃ２という。
【００２１】
　スイングユニット４０は、電動車両１の駆動源である電気モータ３０を含んだパワーユ
ニットとして構成されている。スイングユニット４０は、左右後輪４ａ，４ｂを上下揺動
可能に支持する構造体（スイングアーム）としてのユニットケース４３と、ユニットケー
ス４３の前部内に収容される電気モータ３０と、ユニットケース４３の後部内に収容され
る差動機構４４と、電気モータ３０の駆動軸から差動機構４４の入力部に延びるドライブ
シャフト４５と、を備えている。ユニットケース４３は、側面視でスイング軸４１と後輪
車軸４２との間を軸線Ｃ２に沿って延びる単一のアーム部４３ａを備えている。アーム部
４３ａは、電気モータ３０を収容する部位に、他部位に対して上下に膨出させたモータケ
ース４３ｂを備えている。
【００２２】
　スイングユニット４０の後部内の左右両側には、左右後輪４ａ，４ｂをそれぞれ支持す
る左右一対の後輪車軸（出力軸）４２がそれぞれ延出している。単一の電気モータ３０の
駆動力は、ドライブシャフト４５を介して差動機構４４に伝達される。差動機構４４に伝
達された駆動力は、差動機構４４から左右後輪車軸４２に適宜分配されて、左右後輪４ａ
，４ｂを駆動する。差動機構４４の左右両側には、左右後輪車軸４２をそれぞれ収容する
外筒４２ａが延出している。
【００２３】
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（回動機構）
　図２、図７、図８を参照し、回動機構５０は、互いに相対回動可能な前構造体５１およ
び後構造体５２を備えている。前構造体５１および後構造体５２の間には、いわゆるナイ
トハルト機構５５が構成されている。前構造体５１は、前車体フレーム１１に固定的に支
持される前ケーシング５１ａを備えている。後構造体５２は、後車体フレーム２１に固定
的に支持される後支軸５２ａを備えている。後支軸５２ａの前部は、前ケーシング５１ａ
に軸線Ｃ１に沿って挿入され、軸線Ｃ１回りに回動可能に支持されている。
【００２４】
　後支軸５２ａにおける前ケーシング５１ａの後方に突出する後部には、ピボットブラケ
ット５２ｂが一体に結合されている。ピボットブラケット５２ｂは、スイングユニット４
０の前端部を上下揺動可能に支持する。ピボットブラケット５２ｂには、スイングユニッ
ト４０のユニットケース４３の前端部が、左右方向に沿うスイング軸４１を介して上下揺
動可能に連結されている。後支軸５２ａには、後車体フレーム２１の前下端部が一体に結
合されている。後車体フレーム２１ひいては後車体５と前車体フレーム１１ひいては前車
体３とは、軸線Ｃ１中心で相対揺動可能に連結される。
【００２５】
　図７、図８を参照し、後支軸５２ａにおける前ケーシング５１ａ内に挿入される前部に
は、ナイトハルトカム５６が一体回動可能に設けられている。ナイトハルトカム５６は、
軸方向視で凹状の四辺を有する略ひし形をなしている。前ケーシング５１ａにおけるナイ
トハルトカム５６を挿入する部位には、軸方向視で略矩形のケース部５７が設けられてい
る。ケース部５７内の空間の軸方向視の四隅には、例えば円筒状のナイトハルトラバー５
８が配置されている。各ナイトハルトラバー５８は、ケース部５７と軸方向を略平行にし
て配置されている。各ナイトハルトラバー５８には、前車体３の直立状態Ａ（前後方向視
で前後車体３，５の左右中心線ＣＬ１，ＣＬ２が一致した状態、図３参照）において、ナ
イトハルトカム５６の軸方向視の四辺が当接している。
【００２６】
　回動機構５０には、前ケーシング５１ａおよび後支軸５２ａの相対回動に非線形の復元
力（減衰力）を与えるナイトハルト機構（ダンパー機構）５５が構成されている。各ナイ
トハルトラバー５８は、前車体３が直立状態Ａから揺動し、前ケーシング５１ａおよび後
支軸５２ａが相対回動することで、以下の作用を奏する。各ナイトハルトラバー５８は、
ケース部５７の四隅でナイトハルトカム５６に圧縮されて、前車体３の揺動に対する非線
形の復元力を発生させる。
【００２７】
（パーキングロック装置）
　図１、図２、図７を参照し、電動車両１は、パーキングロック装置９０を備えている。
パーキングロック装置９０は、揺動ロック機構９３を作動させるとともにパーキングブレ
ーキ（パーキングロック機構９９）を作動させて、前車体３の揺動および後輪４ａ，４ｂ
の回転を規制する。
　パーキングロック装置９０は、例えばバーハンドル６の左右中央近傍に配置されたパー
キングレバー９１（図１参照）と、パーキングレバー９１から延びるパーキングケーブル
９２（図７参照）と、回動機構５０に設けられた揺動ロック機構９３（図７参照）と、ス
イングユニット４０に設けられたパーキングロック機構９９（図２参照）と、を備えてい
る。パーキングケーブル９２は、揺動ロック機構９３およびパーキングロック機構９９の
各々に係合している。パーキングロック装置９０は、パーキングレバー９１が操作される
と、パーキングケーブル９２を介して揺動ロック機構９３およびパーキングロック機構９
９が作動し、車体の揺動および前後移動がロックされる。
【００２８】
　パーキングレバー９１は、ロック位置とアンロック位置との何れかに向けて操作可能で
ある。ロック位置では、前車体３の揺動および後輪４ａ，４ｂの回転が規制される。アン
ロック位置では、前車体３の揺動および後輪４ａ，４ｂの回転の規制が解除される。パー
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キングレバー９１は、電動車両１の不図示のメインスイッチがオンのときに操作可能であ
る。パーキングレバー９１は、ロック位置に操作した状態でメインスイッチがオフになる
と、例えば機械的にロックされてアンロック位置への操作が不能となる。パーキングレバ
ー９１は、ロック位置において施錠可能である。パーキングロック装置９０は、前車体３
の揺動および後輪４ａ，４ｂの回転を規制したロック状態において施錠可能である。
【００２９】
　パーキングレバー９１の作用端には、パーキングケーブル９２におけるインナケーブル
９２ａの基端が係合されている。パーキングケーブル９２は、パーキングレバー９１の作
用端から車体下部を通じて後方に延出し、先端側を回動機構５０の側方に至らしめる。回
動機構５０の側方において、インナケーブル９２ａは、揺動ロック機構９３の入力端に係
合される。
【００３０】
　パーキングケーブル９２は、回動機構５０の側方からさらに後方に延出し、先端側をス
イングユニット４０の側方に至らしめる。スイングユニット４０の側方において、インナ
ケーブル９２ａは、パーキングロック機構９９の入力端に係合される。パーキングレバー
９１がロック位置に操作されると、パーキングケーブル９２のインナケーブル９２ａが引
かれ、揺動ロック機構９３をロック作動させるとともにパーキングロック機構９９をロッ
ク作動させる。
【００３１】
　図７を参照し、回動機構５０において、前ケーシング５１ａと後支軸５２ａとの間には
、平面視Ｌ字状の空間が形成されている。この空間は、後支軸５２ａの前部の側方から前
端部の前方に渡るように形成されている。この空間内に、揺動ロック機構９３が配置され
ている。後支軸５２ａの側方において、前ケーシング５１ａの前壁には、前アウタ保持部
５１ｂが設けられている。前アウタ保持部５１ｂは、パーキングケーブル９２のパーキン
グレバー９１側の前アウタケーブル９２ｂの後端を保持する。後支軸５２ａの側方におい
て、前ケーシング５１ａの後壁には、後アウタ保持部５１ｃが設けられている。後アウタ
保持部５１ｃは、パーキングケーブル９２のパーキングロック機構９９側の後アウタケー
ブル９２ｃの前端を保持する。前後アウタ保持部５１ｂ，５１ｃの間において、前ケーシ
ング５１ａ内には、インナケーブル９２ａの中間部が挿通されている。
【００３２】
　前ケーシング５１ａ内において、インナケーブル９２ａには、揺動アーム９４の一端が
係合されている。揺動アーム９４の長さ方向中間部は、前ケーシング５１ａに支持された
揺動軸９４ａに揺動可能に支持されている。揺動アーム９４の他端には、チェンリンク９
５を介してストッパポール９６の先端部が連結されている。ストッパポール９６の基端部
は、前ケーシング５１ａに支持された揺動軸９６ａに揺動可能に支持されている。ストッ
パポール９６は、先端側を後支軸５２ａの前端部の前方に延ばしている。ストッパポール
９６の先端部には、後支軸５２ａの前端部を向く爪部９６ｂが突設されている。後支軸５
２ａの前端部には、ストッパプレート９７が一体回動可能に設けられている。ストッパプ
レート９７は、軸方向視で軸線Ｃ１を中心とした扇状に設けられている。ストッパプレー
ト９７の外周部には、ストッパポール９６の爪部９６ｂを係合可能な複数の溝部９７ｂが
、軸線Ｃ１を中心に周方向に並んで形成されている。
【００３３】
　係る構成において、パーキングレバー９１の操作によりインナケーブル９２ａが引かれ
ると、揺動ロック機構９３の揺動アーム９４が作動し、ストッパポール９６の爪部９６ｂ
をストッパプレート９７の複数の溝部９７ｂの何れかに係合させる。これにより、爪部９
６ｂが係合した溝部９７ｂの軸線Ｃ１回りの角度において、揺動ロック機構９３がロック
状態となり、前ケーシング５１ａに対する後支軸５２ａの回動を規制する。すなわち、前
ケーシング５１ａに対する後支軸５２ａの回動は、ストッパプレート９７の複数の溝部９
７ｂを形成した角度範囲において、任意の角度において規制される。このため、後車体５
に対する前車体３の揺動は、前記角度範囲において任意の揺動角度でロック可能である。
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【００３４】
　インナケーブル９２ａは、後アウタケーブル９２ｃとともに前ケーシング５１ａの後方
に延出し、スイングユニット４０の後部の側方に至る。スイングユニット４０の後部を構
成するギアケース内には、揺動ロック機構９３と同様、ストッパポールおよびストッパプ
レートを用いたパーキングロック機構９９が構成されている。このパーキングロック機構
９９の入力端に、インナケーブル９２ａが係合されている。
　係る構成において、インナケーブル９２ａが引かれると、パーキングロック機構９９が
ロック状態となり、後輪車軸４２の回転を規制する。これにより、後輪４ａ，４ｂの回転
が規制されたパーキングブレーキ作動状態となり、電動車両１の前後移動が規制される。
【００３５】
（電気モータ）
　図６を参照し、電気モータ３０は、バッテリ１００の電力により駆動する。電気モータ
３０は、例えばＶＶＶＦ（variable voltage variable frequency）制御による可変速駆
動がなされる。電気モータ３０は、無段変速機を有する如く変速制御されるが、これに限
らない。例えば、電気モータ３０は、有段変速機を有する如く変速制御されてもよい。
【００３６】
　図２を併せて参照し、電気モータ３０は、駆動軸を車両前後方向に向けたいわゆる縦置
きに配置されている。図中線Ｃ３は電気モータ３０の駆動軸線を示している。電気モータ
３０（およびモータケース４３ｂ）は、側面視で後輪４ａ，４ｂを避けた位置に配置され
ている。モータケース４３ｂは、車両側方に露出している。電気モータ３０（およびモー
タケース４３ｂ）は、後輪４ａ，４ｂに対して車両前方へオフセットして配置されている
。
　電気モータ３０（およびモータケース４３ｂ）は、側面視で全体が後輪４ａ，４ｂの外
周よりも前方に配置されている。電気モータ３０（およびモータケース４３ｂ）は、スイ
ングユニット４０の長さ方向Ｃ２の中央部４０ａよりも前方（スイング軸４１側）に配置
されている。電気モータ３０は、スイング軸（ピボット軸）４１に隣接する位置に配置さ
れている。スイング軸４１は、モータケース４３ｂの前方に隣接して設けられている。こ
れにより、スイング軸４１から重量物である電気モータ３０までの揺動半径が短縮し、ス
イングユニット４０の作動性（リアサスペンション２９の路面追従性や悪路走破性）を向
上させている。
【００３７】
　電気モータ３０は、側面視で駆動軸線Ｃ３を前記軸線Ｃ２と一致させている。電気モー
タ３０は、スイングユニット４０のアーム部４３ａと同じ高さに配置されている。これに
より、スイングユニット４０の上下に電気モータ３０（およびモータケース４３ｂ）が張
り出すことを抑え、スイングユニット４０の揺動スペースの縮小に寄与している。また、
電気モータ３０（およびモータケース４３ｂ）がスイングユニット４０の下方に張り出す
場合に比べて、電気モータ３０（およびモータケース４３ｂ）の地上高を確保し、車両下
方（路面側）からの外乱の影響を抑え、かつ路面側からの被水を抑えている。
【００３８】
　スイングユニット４０の上方には、バッテリ１００が配置されている。バッテリ１００
は、左右一対の単位バッテリ１０１，１０２（以下、単にバッテリまたは左右バッテリと
いうことがある）で構成されている。左右バッテリ１０１，１０２は、前後方向視でＶ字
状に配置されている。左右バッテリ１０１，１０２の下面は、前後方向視で逆Ｖ字状に配
置されている。左右バッテリ１０１，１０２の下方には、前後方向視で山形の空間が形成
されている。このため、バッテリ１００は、車体左右中央部に位置するスイングユニット
４０との間のクリアランスを確保しやすい。
【００３９】
　なお、図９に示すように、電気モータ３０（およびモータケース４３ｂ）は、スイング
ユニット４０の上方に変位して（側面視で駆動軸線Ｃ３を前記軸線Ｃ２よりも上方にオフ
セットして）配置されてもよい。電気モータ３０（およびモータケース４３ｂ）は、スイ
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ングユニット４０のアーム部４３ａに対して上方に配置されてもよい。この場合、電気モ
ータ３０（およびモータケース４３ｂ）の地上高をより確保し、路面側からの外乱および
被水をより抑えている。
【００４０】
　電気モータ３０は、側面視で後輪４ａ，４ｂを避けて配置されているので、以下の作用
を奏する。電気モータ３０は、インホイールモータのように側面視で後輪４ａ，４ｂと重
なる配置と比べて、車両側方から電気モータ３０へのアクセスが容易になり、組み付け性
やメンテナンス性を向上させる。
　電動車両１が左右後輪４ａ，４ｂを備える場合、インホイールモータでは左右後輪４ａ
，４ｂにそれぞれ電気モータ３０を要する。本実施形態では、側面視で後輪４ａ，４ｂを
避けた位置に単一の電気モータ３０を設け、この電気モータ３０で左右後輪４ａ，４ｂを
駆動することで、後輪駆動システムの簡略化に寄与している。なお、電気モータ３０は、
側面視で後輪４ａ，４ｂを避けた配置であれば、後輪４ａ，４ｂの後方に配置してもよい
。また、本実施形態は、電気モータ３０の少なくとも一部が側面視で後輪４ａ，４ｂと重
なる配置（電気モータ３０の少なくとも一部が左右後輪４ａ，４ｂ間にある配置）とした
り、左右後輪４ａ，４ｂにインホイールモータを採用したりすることを除外するものでは
ない。
【００４１】
（電装部品）
　図２、図５を参照し、荷台７５の下方には、電気モータ３０の電源であるバッテリ１０
０が配置されている。荷台７５の下方には、電気モータ３０およびバッテリ１００に係る
電装部品１３０として、ジャンクションボックス１２３、ＰＣＵ（Power Control Unit）
１２０、ＤＣ－ＤＣコンバータ１２６およびチャージャー（充電器）１２５が配置されて
いる。後車体５は、バッテリ１００、ジャンクションボックス１２３、ＰＣＵ１２０、Ｄ
Ｃ－ＤＣコンバータ１２６およびチャージャー１２５といった電装部品１３０を、リアサ
スペンション２９のバネ上である後車体フレーム２１に支持している。後車体５は、電装
部品１３０を収納する収納部７６の上面を大型の荷台７５として活用している。以下、収
納部７６をバッテリ収納部７６または電装部品収納部７６ということがある。
　電装部品１３０の配置は種々考えられるが、本実施形態では図１～図５に示す配置につ
いて説明する。
【００４２】
（荷台）
　図２を参照し、後車体カバー７０における荷台７５を構成する上壁部７２（荷台板部材
）は、例えば後上部フレーム２３の後端部（後車体フレーム２１の上後端部）に支持され
ている。上壁部７２は、後上部フレーム２３の後端部に、左右方向に沿うヒンジ軸７５ａ
回りに回動可能に支持されている。上壁部７２の後端部は、前記ヒンジ軸７５ａを有する
荷台ヒンジ７５ｂを介して、後上部フレーム２３の後端部に支持されている。上壁部７２
は、略水平に配置された使用状態（図中実線で示す）から、ヒンジ軸７５ａを中心に回動
し、前部を上方に移動させて起立する。このとき、上壁部７２は、前部を上方に移動させ
て起立した起立状態（図中鎖線で示す）となる。上壁部７２が使用状態にあると、収納部
７６の上面が閉塞される。上壁部７２が起立状態になると、収納部７６の上面が開放され
る。上壁部７２は、収納部７６（バッテリ収納空間を含む）の上面を開閉可能な開閉部で
もある。
【００４３】
　上壁部７２は、後車体５の後端側に配置された左右方向に沿うヒンジ軸７５ａを中心に
開閉する構成に限らない。例えば、上壁部７２は、図９に示すように、後車体５の前端側
に配置されたヒンジ軸７５ａおよび荷台ヒンジ７５ｂを介して開閉する構成でもよい。ま
た、例えば、上壁部７２は、後車体５の左右端側に配置された前後方向に沿うヒンジ軸（
不図示）を中心に開閉する構成であってもよい。例えば、上壁部７２は、後車体フレーム
２１に対して取り外し可能な構成であってもよい。例えば、上壁部７２は、部分的に開閉
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する構成であってもよい。上壁部７２は、収納部７６を開放したとき、以下のように配置
される。上壁部７２は、バッテリ１０１，１０２が後述する傾斜方向Ｃ４１，Ｃ４２に沿
って挿脱される際の通過領域（バッテリ１０１，１０２の離脱方向の領域）を避けて配置
される。
【００４４】
（バッテリ）
　図２、図３を参照し、バッテリ１００は、荷台７５の下方に搭載されている。バッテリ
１００は、複数（例えば左右二つ）の単位バッテリ１０１，１０２で構成されている。複
数の単位バッテリ１０１，１０２（以下、単にバッテリまたは左右バッテリということが
ある）は、互いに同一構成とされている。左右バッテリ１０１，１０２は、車体左右中心
線ＣＬ２を挟んで左右対称に設けられている。
　本実施形態では、後車体５の荷台７５よりも低い位置に左右バッテリ１０１，１０２を
搭載することで、重量物である左右バッテリ１０１，１０２を持ち上げる高さが低くて済
み、左右バッテリ１０１，１０２の着脱が容易になる。また、バッテリ収容スペースの上
面は大型の荷台７５となるので、電動車両１の利便性が向上する。
【００４５】
　図５を併せて参照し、左右バッテリ１０１，１０２は、それぞれ断面矩形状（例えば略
正方形状）をなして長手方向に延びる角柱状（直方体状）をなしている。左右バッテリ１
０１，１０２は、それぞれ矩形状の上面１０１ｃ，１０２ｃを斜め上後方に向けるように
、側面視で傾斜して配置されている。左右バッテリ１０１，１０２は、斜め下後方を向く
背面の法線方向から見て、Ｖ字状をなすように配置されている。左右バッテリ１０１，１
０２は、左右方向と直交する車体側面に対しても傾斜している。上面１０１ｃ，１０２ｃ
には、使用者が把持するための取っ手が設けられている。
【００４６】
　左右バッテリ１０１，１０２は、斜め上後方を向いた上面１０１ｃ，１０２ｃを、さら
に左右外側に向けている。左右バッテリ１０１，１０２は、それぞれ上側ほど後側かつ左
右外側に位置するように傾斜した起立姿勢で配置されている。左右バッテリ１０１，１０
２の間には、前記法線方向から見てＶ字状の空間が形成されている。左右バッテリ１０１
，１０２の長手方向に沿う軸線を図２、図３中線Ｃ４１，Ｃ４２で示している。以下、軸
線Ｃ４１，Ｃ４２に沿う方向をそれぞれ傾斜方向Ｃ４１，Ｃ４２という。
【００４７】
　バッテリ１００は、左右バッテリ１０１，１０２を適宜結線することで、所定の高電圧
（４８～７２Ｖ）を発生させる。左右バッテリ１０１，１０２は、それぞれ充放電可能な
エネルギーストレージとして、例えばリチウムイオンバッテリで構成されている。左右バ
ッテリ１０１，１０２は、充放電状況や温度等を監視する不図示のＢＭＵ（Battery Mana
ging Unit）を備えている。
【００４８】
（制御システム）
　図６を参照し、左右バッテリ１０１，１０２は、コンタクタ（電磁開閉器）を含むジャ
ンクションボックス（分配器）１２３を介して、不図示のＰＤＵ（Power Driver Unit）
に接続されている。ＰＤＵは、不図示のＥＣＵ（Electric Control Unit）とともに、一
体のＰＣＵ（Power Control Unit）１２０を構成している。バッテリ１００からの電力は
、メインスイッチと連動するコンタクタを介して、モータドライバたるＰＤＵに供給され
る。バッテリ１００からの電力は、ＰＤＵにて直流から三相交流に変換された後、三相交
流モータであるモータ３０に供給される。電気モータ３０は、ＰＤＵによる制御に応じて
力行運転を行い、電動車両１を走行させる。
【００４９】
　バッテリ１００からの出力電圧は、ＤＣ－ＤＣコンバータ１２６を介して降圧され、１
２Ｖのサブバッテリ（不図示）の充電等に供される。サブバッテリは、灯火器等の一般電
装部品、及びＥＣＵ等の制御系部品に電力を供給する。サブバッテリを搭載することで、



(14) JP 6950081 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

メインバッテリ１００の取り外し時にも各種電磁ロック等を操作可能である。
【００５０】
　バッテリ１００は、車体に搭載された状態で、外部電源に接続したチャージャー（ＤＣ
－ＡＣインバータ）１２５によって充電される。バッテリ１００（左右バッテリ１０１，
１０２）は、車体から取り外した状態で、車外の充電器により充電することも可能である
。
【００５１】
　左右バッテリ１０１，１０２とジャンクションボックス１２３との間には、第一接続ケ
ーブル１０１ａ，１０２ａが配索されている。ジャンクションボックス１２３とＰＣＵ１
２０との間には、第二接続ケーブル１２３ａが配索されている。ジャンクションボックス
１２３とチャージャー１２５との間には、第三接続ケーブル１２５ａが配索されている。
　ジャンクションボックス１２３とＤＣ－ＤＣコンバータ（ダウンレギュレータ）１２６
との間には、第四接続ケーブル１２６ａが配索されている。ＰＤＵからは三相ケーブル８
０が延び、この三相ケーブル８０が電気モータ３０に接続されている。チャージャー１２
５には、充電ケーブル１２５ｂが接続されている。充電ケーブル１２５ｂは、チャージャ
ー１２５に対して着脱可能か否かは問わず、かつ外部充電器の構成であってもよい。
【００５２】
（バッテリケース）
　図２、図３、図５を参照し、バッテリ１００は、後車体５に固定されたバッテリケース
１００Ａに対して挿脱される。バッテリケース１００Ａは、左右一対の単位バッテリ１０
１，１０２に対応する左右一対の単位バッテリケース１０３，１０４（以下、単にバッテ
リケースまたは左右バッテリケースということがある）を備えている。左右バッテリ１０
１，１０２は、それぞれ垂直方向に対して、斜め上後方かつ左右外側から長手方向（傾斜
方向Ｃ４１，Ｃ４２）に沿って挿脱される。左右バッテリケース１０３，１０４は、それ
ぞれ斜め上後方かつ左右外側に向けて開口している。左右バッテリケース１０３，１０４
は、互いに一体でも別体でもよい。左右バッテリケース１０３，１０４には、それぞれケ
ース内に挿入した左右バッテリ１０１，１０２の上方への離脱を規制する不図示のロック
機構が設けられている。
【００５３】
　左右バッテリ１０１，１０２は、それぞれ垂直方向に対して斜めにスライドしながら挿
脱される。左右バッテリ１０１，１０２が垂直方向に対して斜めに挿脱されることで、バ
ッテリ挿脱時のバッテリ重量の一部がバッテリケース１０３，１０４の下向きの壁部（斜
面部）１００Ｂに支持される。これにより、左右バッテリ１０１，１０２の挿脱作業がし
やすくなる。なお、バッテリケース１００Ａは、左右バッテリ１０１，１０２を垂直方向
に対して前方および左右外側の少なくとも一方に傾斜した傾斜方向Ｃ４１，Ｃ４２で挿脱
させるように支持するものであればよい。
【００５４】
　図２、図３を参照し、バッテリ１０１，１０２は、それぞれの長手方向（傾斜方向Ｃ４
１，Ｃ４２）に沿うＶ字状の軌跡で挿脱される。バッテリ１０１，１０２は、後車体５の
左右中央に位置する単一のフレーム部材（後車体フレーム２１の前部に位置する第二後部
フレーム２２、および後車体フレーム２１の上部に位置する後上部フレーム２３）を避け
て挿脱可能となる。
【００５５】
　図２を参照し、左右バッテリ１０１，１０２の下端部には、それぞれバッテリ接続端子
１０１ｄ，１０２ｄが設けられている。左右バッテリケース１０３，１０４の底部（下端
部）には、バッテリ接続端子１０１ｄ，１０２ｄを着脱可能に接続するケース接続端子１
０３ｄ，１０４ｄが設けられている。例えば、左右バッテリ１０１，１０２をバッテリケ
ース１０３，１０４に収納し、前記ロック機構をロック状態に操作することで、バッテリ
接続端子１０１ｄ，１０２ｄとケース接続端子１０３ｄ，１０４ｄとが接続される。ケー
ス接続端子１０３ｄ，１０４ｄからは、ジャンクションボックス１２３に向けて第一接続
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ケーブル１０１ａ，１０２ａが延びている（図６参照）。
【００５６】
　前記ロック機構の操作および左右バッテリ１０１，１０２の挿脱は手動であり、左右バ
ッテリ１０１，１０２は工具不要で車体に対して着脱される。左右バッテリ１０１，１０
２は、車体に対して着脱可能なモバイルバッテリである。左右バッテリ１０１，１０２は
、それぞれ車外の充電器で充電したり、モバイルバッテリとして外部機器の電源として利
用する等、単独で用いることが可能である。
【００５７】
　左右バッテリ１０１，１０２は、荷台７５を回動させて収納部７６の上面を開放した状
態で、車体に対して着脱可能となる。左右バッテリ１０１，１０２は、荷台７５の開閉に
より、車体に対して着脱可能な状態と着脱不能な状態とを切り替える。
【００５８】
（リアクッションの配置）
　図２、図３を参照し、左右バッテリ１０１，１０２の後方には、左右リアクッション２
８が配置されている。左右リアクッション２８は、軸方向（伸縮方向）を上下方向に沿わ
せるように配置されている。左右リアクッション２８は、前後方向視において左右バッテ
リ１０１，１０２と少なくとも一部が重なるように配置されている。これにより、左右バ
ッテリ１０１，１０２に対する後方からの外乱の影響が左右リアクッション２８によって
抑えられる。例えば、後面衝突時の左右バッテリ１０１，１０２への荷重入力が、左右リ
アクッション２８によって抑制される。
【００５９】
　なお、図９に鎖線で示すように、左右バッテリ１０１，１０２の左右方向外側に左右リ
アクッション２８が配置されてもよい。この場合、左右リアクッション２８は、左右方向
視において左右バッテリ１０１，１０２と少なくとも一部が重なるように配置されている
。これにより、左右バッテリ１０１，１０２に対する左右方向外側からの外乱の影響が左
右リアクッション２８によって抑えられる。例えば、転倒時や側面衝突時の左右バッテリ
１０１，１０２への荷重入力が、左右リアクッション２８によって抑制される。
【００６０】
（電装部品の配置）
　図２～図５を参照し、左右バッテリ１０１，１０２、ＰＣＵ１２０、ジャンクションボ
ックス１２３、チャージャー１２５およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６を含む電装部品１
３０は、後車体５に搭載されている。電装部品１３０は、後車体５に構成されたリアサス
ペンション２９のバネ上に搭載されている。これにより、リアサスペンション２９のバネ
下重量の増加を抑えて作動性を向上させ、路面追従性や悪路走破性を向上させている。
【００６１】
　ＰＣＵ１２０は、上下厚さを抑えた偏平状をなしている。ＰＣＵ１２０は、例えば後車
体カバー７０の前壁部７１の背後で、前壁部７１と略平行に傾斜して配置されている。Ｐ
ＣＵ１２０は、平面視矩形状をなし、長手方向を前壁部７１と略平行に傾斜させた状態で
配置されている。ＰＣＵ１２０は、第二後部フレーム２２の右方に隣接して配置されてい
る。ＰＣＵ１２０の前方を向く上面には、複数の放熱フィン１２０ａが立設されている。
放熱フィン１２０ａの前方には、後車体カバー７０の前壁部７１に形成された走行風取入
口７１ａが対向配置されている。これにより、走行風取入口７１ａから取り入れた走行風
でＰＣＵ１２０が効果的に冷却されるとともに、他の電装部品１３０も併せて冷却される
。走行風取入口７１ａは、前壁部７１に限らず側壁部７４や上壁部７２に設けてもよく、
かつ導風フードを有してもよい。後車体カバー７０内に取り入れた走行風を排出する排風
口を、後車体カバー７０の後部に設けてもよい。
【００６２】
　ＰＣＵ１２０の左方（第二後部フレーム２２の左方）には、ジャンクションボックス１
２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６が配置されている。ジャンクションボックス１２
３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６は、それぞれ上下厚さを抑えた偏平状をなしている
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。ジャンクションボックス１２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６は、それぞれ後車体
カバー７０の前壁部７１の背後で、前壁部７１と略平行に傾斜して配置されている。ジャ
ンクションボックス１２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６は、それぞれ第二後部フレ
ーム２２の左方に隣接して配置されている。ジャンクションボックス１２３およびＤＣ－
ＤＣコンバータ１２６は、互いに上下に並んで配置されている。本実施形態では、ジャン
クションボックス１２３が下、ＤＣ－ＤＣコンバータ１２６が上に配置されている。
【００６３】
　図２、図３を参照し、ジャンクションボックス１２３の少なくとも一部（少なくとも第
一接続ケーブル１０１ａ，１０２ａを接続する端子台）は、領域Ｒ４に配置されている。
領域Ｒ４は、バッテリ１０１，１０２の長さ方向（長手方向）において、バッテリ１０１
，１０２の長さ方向の中央部１０１ｅ，１０２ｅよりもバッテリ接続端子１０１ｄ，１０
２ｄ側の領域である。換言すれば、領域Ｒ４は、以下の直交面（仮想面）よりもバッテリ
接続端子１０１ｄ，１０２ｄ側の領域である。前記直交面は、バッテリ１０１，１０２の
長さ方向の中央部１０１ｅ，１０２ｅを通り長さ方向と直交する面である。これにより、
バッテリ１０１，１０２とジャンクションボックス１２３とをつなぐ第一接続ケーブル１
０１ａ，１０２ａの短縮化が図られる。
【００６４】
　図２を参照し、バッテリ１００は、側面視でリアサイドフレーム２７と略平行に傾斜し
ている。側面視でバッテリ１００およびリアサイドフレーム２７の間には、チャージャー
１２５が配置されている。チャージャー１２５は、上下厚さを抑えた偏平状をなしている
。チャージャー１２５は、例えば左右リアサイドフレーム２７間に渡る支持部材上に、リ
アサイドフレーム２７と略平行な傾斜姿勢で支持されている。チャージャー１２５は、後
車体５の後端近傍に配置されることで、使用者がアクセスしやすい。また、チャージャー
１２５から充電コードを引き出す、あるいは外部の充電コードを接続するといった充電作
業を容易にしている。チャージャー１２５は、後車体５の後端近傍に配置されることで、
バッテリ充電時の放熱性を高めている。
【００６５】
　チャージャー１２５は、バッテリ１００の後方に配置されている。このため、バッテリ
１００（左右バッテリ１０１，１０２）に対する後方からの外乱の影響がチャージャー１
２５によって抑えられる。例えば、後面衝突時の左右バッテリ１０１，１０２への荷重入
力が、チャージャー１２５によって抑制される。
【００６６】
　図３～図５を参照し、ＰＣＵ１２０とジャンクションボックス１２３およびＤＣ－ＤＣ
コンバータ１２６とは、例えば車体左右中心線ＣＬ２を挟んで左右に振り分けて配置され
ている。チャージャー１２５は、例えば車体左右中心線ＣＬ２を左右に跨いで配置されて
いる。
【００６７】
　これらの電装部品１３０は、後車体５の外側部（左右後輪４ａ，４ｂの左右外側端部）
よりも左右方向内側に配置されている。これにより、電装部品１３０に対する車両外側方
からの外乱による影響が抑えられる。
　図２を参照し、電装部品１３０は、後輪車軸４２よりも上方で、かつ後車体フレーム２
１の下端に位置する左右リアロアサイドフレーム２６よりも上方に配置されている。これ
により、電装部品１３０の地上高を確保し、車両下方（路面側）からの外乱の影響を抑え
、かつ路面側からの被水も抑えている。
【００６８】
　電装部品１３０の内、左右バッテリ１０１，１０２、ＰＣＵ１２０、ジャンクションボ
ックス１２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６といった駆動系のものは、後輪車軸４２
よりも前方に配置されている。これにより、駆動系の電装部品１３０は、後輪４ａ，４ｂ
の前方にオフセットした電気モータ３０と接続しやすく、かつ後車体５の前側への集中配
置により配線長さの短縮が図られる。
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　電装部品１３０は、後車体５にまとめて配置することで、各部品間を繋ぐ配線の長さを
抑え、かつ各部品の相対移動による配線の屈曲や干渉による摩耗等の発生を抑えている。
【００６９】
　電装部品１３０は、非揺動側車体である後車体５に搭載されるので、電装部品１３０の
重量が揺動側車体である前車体３の揺動に影響することを抑え、電動車両１の旋回性能へ
の影響を抑えている。
【００７０】
（バッテリの挿脱）
　図２を参照し、左右バッテリ１０１，１０２は、荷台７５を回動させて収納部７６の上
面を開放した状態で、それぞれ左右バッテリケース１０３，１０４に対して傾斜方向Ｃ４
１，Ｃ４２に沿って挿脱される。荷台７５は、収納部７６の上部開口を開閉して左右バッ
テリ１０１，１０２を着脱可能とする。大型の荷台７５を略垂直に起立させて収納部７６
全体の上面を開放させることで、バッテリ１０１，１０２を大型の上部開口から容易に着
脱可能となる。収納部７６を荷台７５の下方に設けることで、バッテリ１００を着脱する
際にバッテリ１００を持ち上げる高さが低くて済む。
【００７１】
　荷台７５を略水平に寝かせて収納部７６全体の上面を閉塞することで、収納部７６への
上方からの異物や雨水等の進入が抑えられる。荷台７５は、メインスイッチと連動して（
または独立して）施錠可能としてもよい。
　バッテリ１０１，１０２を含む電装部品１３０を収納（搭載）する電装部品収納部７６
が、荷台７５を構成するリアフレーム２１Ａを用いて構成されている。このため、電装部
品収納部７６および荷台７５のフレームを個々に設ける場合に比して、車体構成の簡素化
が図られる。
【００７２】
　以上説明したように、上記実施形態における電動車両１は、車両走行用の電気モータ３
０と、前記電気モータ３０へ電力を供給するバッテリ１００と、車体後部を構成し、後輪
４ａ，４ｂの上方に向けて延びるリアフレーム２１Ａと、を備えている。前記リアフレー
ム２１Ａは、前記バッテリ１００を脱着可能に収納する電装部品収納部７６を構成してい
る。前記電装部品収納部７６の上面には荷台７５を構成している。前記電装部品収納部７
６は、バッテリ収納空間を開閉するための開閉部（上壁部７２）を備えている。
【００７３】
　この構成によれば、車体後部を構成するリアフレーム２１Ａに、重量物であるバッテリ
１００を搭載する電装部品収納部７６を設けるとともに、電装部品収納部７６の上面に荷
台７５を設け、さらに電装部品収納部７６にはバッテリ収納空間を開閉する開閉部（上壁
部７２）を設けている。これにより、電装部品収納部７６の上方に離間して荷台７５を設
ける場合に比べて、重量物であるバッテリ１００を着脱する際、荷台７５を避けて行う動
作が不要となる。また、電装部品収納部７６は、荷台７５の一部等を利用した開閉部によ
ってバッテリ収納空間を開閉させることで、この点でも荷台７５を避けてバッテリ１００
の着脱を行う動作が不要となる。したがって、重量のあるバッテリ１００の着脱を容易に
することができる。また、電装部品収納部７６の上面を荷台７５として活用し、電動車両
１のコンパクト化を図ることができる。
【００７４】
　上記電動車両１において、前記電装部品収納部７６は、前記バッテリ１００の後方にチ
ャージャー１２５を収納している。
　この構成によれば、バッテリ１００よりも後方にチャージャー１２５を配置することで
、チャージャー１２５が車体全体の後端寄りに配置されるので、チャージャー１２５への
アクセスが容易になる。高電圧部品でかつ重量物であるバッテリ１００は、相対的に車体
全体の前後中央寄りに配置されるので、後方からの外乱の影響が抑えられるとともに、マ
スの集中に寄与することができる。
【００７５】
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　上記電動車両１において、前記電装部品収納部７６は、バッテリケース１００Ａ（単位
バッテリケース１０３，１０４）を備えている。バッテリケース１００Ａは、前記バッテ
リ１００（単位バッテリ１０１，１０２）を垂直方向に対して傾斜した傾斜方向Ｃ４１，
Ｃ４２で挿脱させるように支持する。
　この構成によれば、バッテリ１０１，１０２を垂直方向に挿脱させる場合に比べて、重
量物であるバッテリ１０１，１０２を持ち上げやすく、かつバッテリケース１０３，１０
４にてバッテリ重量の少なくとも一部を受けることが可能となるため、バッテリ１０１，
１０２の着脱作業を容易にすることができる。
【００７６】
　上記電動車両１において、後輪４ａ，４ｂを上下揺動可能に支持するスイングユニット
４０と、前記リアフレーム２１Ａと前記スイングユニット４０とを連結するリアクッショ
ン２８と、を備えている。前記リアクッション２８は、前記バッテリ１００の後方におい
て前後方向視で前記バッテリ１００と少なくとも一部が重なるように、あるいは前記バッ
テリ１００の側方において側面視で前記バッテリ１００と少なくとも一部が重なるように
配置されている。
　この構成によれば、後輪懸架装置２９のリアクッション２８を利用して、バッテリ１０
０に対する後方あるいは側方からの外乱の影響を抑え、バッテリ１００の保護性を向上さ
せることができる。
【００７７】
　上記電動車両１において、後輪４ａ，４ｂを上下揺動可能に支持するスイングユニット
４０を備えている。前記スイングユニット４０は、側面視で後輪４ａ，４ｂを避けた位置
に、前記電気モータ３０を収納するモータケース４３ｂを備えている。前記モータケース
４３ｂは、車両側方に露出して設けられている。
　この構成によれば、インホイールモータのように側面視で後輪４ａ，４ｂと重なるよう
に電気モータ３０を配置する場合に比べて、車両側方から電気モータ３０へのアクセスが
容易になり、かつ電気モータ３０を収納するモータケース４３ｂが車両側方に露出して設
けられているため、電気モータ３０の組み付け性やメンテナンス性を向上させることがで
きる。
【００７８】
　上記電動車両１において、前記電気モータ３０は、前記スイングユニット４０の長さ方
向Ｃ２の中央部４０ａよりもスイング軸４１側に配置されている。スイング軸４１は、前
記モータケース４３ｂに隣接して設けられている。
　この構成によれば、重量物である電気モータ３０をスイングユニット４０におけるスイ
ング軸４１に近い位置に設けることで、スイングユニット４０の作動性を向上させること
ができる。
【００７９】
　上記電動車両１において、前記電気モータ３０は、前記スイングユニット４０の上部に
配置されてもよい。
　この構成によれば、電気モータ３０をスイングユニット４０の上部に設けることで、電
気モータ３０に対する路面側からの外乱や被水を抑えることができる。
【００８０】
　上記電動車両１において、前記電装部品１３０は、前記電気モータ３０を制御するパワ
ーコントロールユニット１２０と、前記バッテリ１００からの出力電圧を降圧するダウン
レギュレータ１２６と、前記バッテリ１００、パワーコントロールユニット１２０および
ダウンレギュレータ１２６を接続するジャンクションボックス１２３と、を備えている。
　この構成によれば、電装部品１３０をリアフレーム２１Ａに集中配置することで、電装
部品１３０間のハーネス長さを短縮化するとともに、各部品が相対移動しないので、配線
の屈曲や干渉による摩耗等の抑制を図ることが出来る。
【００８１】
　上記電動車両１において、前記バッテリ１００（バッテリ１０１，１０２）は、長さ方
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向の一端側にバッテリ接続端子１０１ｄ，１０２ｄを備えている。前記ジャンクションボ
ックス１２３は、前記バッテリ１００（バッテリ１０１，１０２）の長さ方向において、
前記長さ方向の中央部１０１ｅ，１０２ｅよりも前記バッテリ接続端子１０１ｄ，１０２
ｄ側に配置されている。
　この構成によれば、バッテリ１００とジャンクションボックス１２３とを近づけて配置
することで、バッテリ１００およびジャンクションボックス１２３間の配線をさらに短縮
することができる。
【００８２】
（第二実施形態）
　次に、本発明の第二実施形態について、図６～図８を援用し図１０～図１５を参照して
説明する。
　この実施形態は、前記第一実施形態に対して、バッテリ１０１，１０２の長さ方向（長
手方向）を左右方向に向けて横置きに配置し、これらバッテリ１０１，１０２を上下二段
に重ねて配置した点で特に異なる。その他の、前記実施形態と同一構成には同一符号を付
して詳細説明は省略する。
【００８３】
　図１０～図１３に示すように、本実施形態の電動車両２０１は、第一実施形態と同様の
揺動式の電動三輪車として構成されている。したがって、前車体３、後車体５、スイング
ユニット４０、回動機構５０、およびパーキングロック装置９０の詳細説明は省略する。
また、制御システム、およびリアクッションの配置の詳細説明も省略する。
【００８４】
（電装部品）
　図１１、図１２を参照し、荷台７５の下方には、電気モータ３０の電源であるバッテリ
１００が配置されている。荷台７５の下方には、電気モータ３０およびバッテリ１００に
係る電装部品１３０として、ジャンクションボックス１２３、ＰＣＵ（Power Control Un
it）１２０、ＤＣ－ＤＣコンバータ１２６およびチャージャー（充電器）１２５が配置さ
れている。後車体５は、バッテリ１００、ジャンクションボックス１２３、ＰＣＵ１２０
、ＤＣ－ＤＣコンバータ１２６およびチャージャー１２５といった電装部品１３０を、リ
アサスペンション２９のバネ上である後車体フレーム２１に支持している。後車体５は、
電装部品１３０を収納する収納部７６の上面を大型の荷台７５として活用している。
【００８５】
（後車体カバー）
　図１４を参照し、後車体カバー７０の左側壁部７４は、上下バッテリ１０１，１０２の
長さ方向の一端面（左端に位置する上面１０１ｃ，１０２ｃ）と対向配置されている。例
えば、左側側壁部７４における上下バッテリ１０１，１０２の一端面と対向する領域は、
後車体カバー７０の残余の部位（カバー本体）に対して着脱可能な蓋部材７４ｂを構成し
ている。蓋部材７４ｂは、カバー本体に一体的に取り付けられた取り付け状態から、不図
示の係止爪等を外す等によって、カバー本体から取り外された取り外し状態となる。蓋部
材７４ｂが取り付け状態にあると、収納部７６の左側面が閉塞される。蓋部材７４ｂが取
り外し状態になると、収納部７６の左側面が開放される。蓋部材７４ｂは、収納部７６（
バッテリ収納空間を含む）の左側面を開閉可能な開閉部である。蓋部材７４ｂは、収納部
７６（バッテリ収納空間を含む）の側面を開閉可能な開閉部である。蓋部材７４ｂは、ヒ
ンジ等を介してカバー本体や後車体フレーム２１に支持されてもよい。
【００８６】
　蓋部材７４ｂが収納部７６を開放したとき、バッテリ１０１，１０２は、それぞれの長
さ方向（車体左右方向）に沿って挿脱される。バッテリ１０１，１０２の離脱方向の領域
は、後車体フレーム２１のフレーム部材（第二後部フレーム２２、後上部フレーム２３、
リアロアサイドフレーム２６、リアサイドフレーム２７）を避けて設けられている。
【００８７】
（バッテリ）
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　図１１、図１２を参照し、バッテリ１００は、荷台７５の下方に搭載されている。バッ
テリ１００は、複数（例えば上下二つ）の単位バッテリ１０１，１０２で構成されている
。複数の単位バッテリ１０１，１０２は、互いに同一構成とされている。
　本実施形態では、後車体５の荷台７５よりも低い位置に上下バッテリ１０１，１０２を
搭載することで、重量物である上下バッテリ１０１，１０２を持ち上げる高さが低くて済
み、上下バッテリ１０１，１０２の着脱が容易になる。また、バッテリ収容スペースの上
面は大型の荷台７５となるので、電動車両２０１の利便性が向上する。
【００８８】
　図１５を併せて参照し、上下バッテリ１０１，１０２は、それぞれ断面矩形状（例えば
略正方形状）をなして長手方向に延びる角柱状（直方体状）をなしている。上下バッテリ
１０１，１０２は、それぞれ矩形状の上面１０１ｃ，１０２ｃを左方に向けた横置き姿勢
で配置されている。上下バッテリ１０１，１０２は、側面視で上面１０１ｃ，１０２ｃの
前後辺が第二後部フレーム２２と略平行になるように傾いて配置されている。上下バッテ
リ１０１，１０２は、上側のバッテリ１０１を下側のバッテリ１０２に対して後方にずら
して配置されている。上下バッテリ１０１，１０２の長手方向に沿う軸線を図１１～図１
３中線Ｃ４１，Ｃ４２で示している。上下バッテリ１０１，１０２は、軸線Ｃ４１，Ｃ４
２を車体左右方向に沿わせている。
【００８９】
　バッテリ１００は、上下バッテリ１０１，１０２を適宜結線することで、所定の高電圧
（４８～７２Ｖ）を発生させる。上下バッテリ１０１，１０２は、それぞれ充放電可能な
エネルギーストレージとして、例えばリチウムイオンバッテリで構成されている。上下バ
ッテリ１０１，１０２は、充放電状況や温度等を監視する不図示のＢＭＵ（Battery Mana
ging Unit）を備えている。
【００９０】
（バッテリケース）
　図１１、図１２、図１５を参照し、バッテリ１００は、後車体５に固定されたバッテリ
ケース１００Ａに対して挿脱される。バッテリケース１００Ａは、上下バッテリ１０１，
１０２に対応する上下バッテリケース１０３，１０４を備えている。上下バッテリ１０１
，１０２は、それぞれ上下バッテリケース１０３，１０４に対して、左右方向を向く長手
方向に沿って挿脱される。上下バッテリケース１０３，１０４は、それぞれ左方（左右一
側方）に向けて開口している。左右バッテリケース１０３，１０４は、互いに一体でも別
体でもよい。上下バッテリケース１０３，１０４には、それぞれケース内に挿入した上下
バッテリ１０１，１０２の左方への離脱を規制する不図示のロック機構が設けられている
。
【００９１】
　上下バッテリ１０１，１０２は、それぞれバッテリケース１０３，１０４に対して略水
平にスライドしながら挿脱される。上下バッテリ１０１，１０２がバッテリケース１０３
，１０４に対して略水平に挿脱されることで、バッテリ挿脱時のバッテリ重量がバッテリ
ケース１０３，１０４の壁部に支持される。これにより、上下バッテリ１０１，１０２の
挿脱作業がしやすくなる。
【００９２】
　図１２を参照し、上下バッテリ１０１，１０２の右端部には、それぞれバッテリ接続端
子１０１ｄ，１０２ｄが設けられている。上下バッテリケース１０３，１０４の底部（右
端部）には、バッテリ接続端子１０１ｄ，１０２ｄを着脱可能に接続するケース接続端子
１０３ｄ，１０４ｄが設けられている。例えば、上下バッテリ１０１，１０２をバッテリ
ケース１０３，１０４に収納し、前記ロック機構をロック状態に操作することで、バッテ
リ接続端子１０１ｄ，１０２ｄとケース接続端子１０３ｄ，１０４ｄとが接続される。ケ
ース接続端子１０３ｄ，１０４ｄからは、ジャンクションボックス１２３に向けて第一接
続ケーブル１０１ａ，１０２ａが延びている（図６参照）。
【００９３】
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　前記ロック機構の操作および上下バッテリ１０１，１０２の挿脱は手動であり、上下バ
ッテリ１０１，１０２は工具不要で車体に対して着脱される。上下バッテリ１０１，１０
２は、車体に対して着脱可能なモバイルバッテリである。上下バッテリ１０１，１０２は
、それぞれ車外の充電器で充電したり、モバイルバッテリとして外部機器の電源として利
用する等、単独で用いることが可能である。
【００９４】
　上下バッテリ１０１，１０２は、蓋部材７４ｂを取り外して左側壁部７４にバッテリ１
０１，１０２を挿脱可能な開口７４ｃを形成することで、車体に対して着脱可能となる。
上下バッテリ１０１，１０２は、蓋部材７４ｂの着脱による左側壁部７４の開口７４ｃの
開閉により、車体に対して着脱可能な状態と着脱不能な状態とを切り替える。
【００９５】
（電装部品の配置）
　図１１、図１２を参照し、上下バッテリ１０１，１０２、ＰＣＵ１２０、ジャンクショ
ンボックス１２３、チャージャー１２５およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６を含む電装部
品１３０は、後車体５に搭載されている。電装部品１３０は、後車体５に構成されたリア
サスペンション２９のバネ上に搭載されている。これにより、リアサスペンション２９の
バネ下重量の増加を抑えて作動性を向上させ、路面追従性や悪路走破性を向上させている
。
【００９６】
　図１４、図１５を併せて参照し、ＰＣＵ１２０は、上下厚さを抑えた偏平をなしている
。ＰＣＵ１２０は、例えば後車体カバー７０の前壁部７１の背後で、前壁部７１と略平行
に傾斜して配置されている。ＰＣＵ１２０は、平面視矩形状をなし、長手方向を前壁部７
１と略平行に傾斜させた状態で配置されている。ＰＣＵ１２０は、第二後部フレーム２２
の左方に隣接して配置されている。ＰＣＵ１２０の前方を向く上面には、複数の放熱フィ
ン１２０ａが立設されている。放熱フィン１２０ａの前方には、後車体カバー７０の前壁
部７１に形成された走行風取入口７１ａが対向配置されている。これにより、走行風取入
口７１ａから取り入れた走行風でＰＣＵ１２０が効果的に冷却されるとともに、他の電装
部品１３０も併せて冷却される。走行風取入口７１ａは、前壁部７１に限らず側壁部７４
や上壁部７２に設けてもよく、かつ導風フードを有してもよい。後車体カバー７０内に取
り入れた走行風を排出する排風口を、後車体カバー７０の後部に設けてもよい。
【００９７】
　ＰＣＵ１２０の右方（第二後部フレーム２２の右方）には、ジャンクションボックス１
２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６が配置されている。ジャンクションボックス１２
３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６は、それぞれ上下厚さを抑えた偏平状をなしている
。ジャンクションボックス１２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６は、それぞれ後車体
カバー７０の前壁部７１の背後で、前壁部７１と略平行に傾斜して配置されている。ジャ
ンクションボックス１２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６は、それぞれ第二後部フレ
ーム２２の右方に隣接して配置されている。ジャンクションボックス１２３およびＤＣ－
ＤＣコンバータ１２６は、互いに上下に並んで配置されている。本実施形態では、ジャン
クションボックス１２３が下、ＤＣ－ＤＣコンバータ１２６が上に配置されている。
【００９８】
　図１３を参照し、ジャンクションボックス１２３の少なくとも一部（少なくとも第一接
続ケーブル１０１ａ，１０２ａを接続する端子台）は、領域Ｒ４に配置されている。領域
Ｒ４は、バッテリ１０１，１０２の長さ方向（長手方向）において、バッテリ１０１，１
０２の長さ方向の中央部１０１ｅ，１０２ｅよりもバッテリ接続端子１０１ｄ，１０２ｄ
側の領域である。換言すれば、領域Ｒ４は、以下の直交面（仮想面）よりもバッテリ接続
端子１０１ｄ，１０２ｄ側の領域である。前記直交面は、バッテリ１０１，１０２の長さ
方向の中央部１０１ｅ，１０２ｅを通り長さ方向と直交する面である。これにより、バッ
テリ１０１，１０２とジャンクションボックス１２３とをつなぐ第一接続ケーブル１０１
ａ，１０２ａの短縮化が図られる。本実施形態では、バッテリ１０１，１０２の長さ方向
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の中央部１０１ｅ，１０２ｅは、前後方向視で後車体５の左右中心線ＣＬ２上にある。し
たがって、領域Ｒ４は、左右中心線ＣＬ２よりも右側の領域となる。
【００９９】
　図１１、図１２を参照し、バッテリ１００の後方には、チャージャー１２５が配置され
ている。チャージャー１２５は、上下厚さを抑えた偏平状をなしている。チャージャー１
２５は、例えば左右リアサイドフレーム２７間に渡る支持部材上に、リアサイドフレーム
２７と略平行な傾斜姿勢で支持されている。チャージャー１２５は、後車体５の後端近傍
に配置されることで、使用者がアクセスしやすい。また、チャージャー１２５から充電コ
ードを引き出す、あるいは外部の充電コードを接続するといった充電作業を容易にしてい
る。チャージャー１２５は、後車体５の後端近傍に配置されることで、バッテリ充電時の
放熱性を高めている。
【０１００】
　チャージャー１２５は、バッテリ１００の後方に配置されている。このため、バッテリ
１００（上下バッテリ１０１，１０２）に対する後方からの外乱の影響がチャージャー１
２５によって抑えられる。例えば、後面衝突時の上下バッテリ１０１，１０２への荷重入
力が、チャージャー１２５によって抑制される。
【０１０１】
　図１３～図１５を参照し、ＰＣＵ１２０とジャンクションボックス１２３およびＤＣ－
ＤＣコンバータ１２６とは、例えば車体左右中心線ＣＬ２を挟んで左右に振り分けて配置
されている。チャージャー１２５は、例えば車体左右中心線ＣＬ２を左右に跨いで配置さ
れている。
【０１０２】
　これらの電装部品１３０は、後車体５の外側部（左右後輪４ａ，４ｂの左右外側端部）
よりも左右方向内側に配置されている。これにより、電装部品１３０に対する車両外側方
からの外乱による影響が抑えられる。
　図１１、図１２を参照し、電装部品１３０は、後輪車軸４２よりも上方で、かつ後車体
フレーム２１の下端に位置する左右リアロアサイドフレーム２６よりも上方に配置されて
いる。これにより、電装部品１３０の地上高を確保し、車両下方（路面側）からの外乱の
影響を抑え、かつ路面側からの被水も抑えている。
【０１０３】
　電装部品１３０の内、上下バッテリ１０１，１０２、ＰＣＵ１２０、ジャンクションボ
ックス１２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６といった駆動系のものは、後輪車軸４２
よりも前方に配置されている。これにより、駆動系の電装部品１３０は、後輪４ａ，４ｂ
の前方にオフセットした電気モータ３０と接続しやすく、かつ後車体５の前側への集中配
置により配線長さの短縮が図られる。
　電装部品１３０は、後車体５にまとめて配置することで、各部品間を繋ぐ配線の長さを
抑え、かつ各部品の相対移動による配線の屈曲や干渉による摩耗等の発生を抑えている。
【０１０４】
　電装部品１３０は、非揺動側車体である後車体５に搭載されるので、電装部品１３０の
重量が揺動側車体である前車体３の揺動に影響することを抑え、電動車両２０１の旋回性
能への影響を抑えている。
【０１０５】
（バッテリの挿脱）
　図１４を参照し、上下バッテリ１０１，１０２は、蓋部材７４ｂを取り外し、左側壁部
７４にバッテリ１０１，１０２を挿脱可能な開口７４ｃを形成した状態で、それぞれ上下
バッテリケース１０３，１０４に対して挿脱される。上下バッテリ１０１，１０２は、そ
れぞれバッテリケース１０３，１０４に対して略水平にスライドしながら挿脱される。こ
れにより、バッテリ挿脱時のバッテリ重量がバッテリケース１０３，１０４の下向きの壁
部に支持される。収納部７６を荷台７５の下方に設けることで、バッテリ１００を着脱す
る際にバッテリ１００を持ち上げる高さが低くて済む。収納部７６は、荷台７５の上面を
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避けて車両側方からバッテリ１００を着脱可能とする。これにより、荷台７５に荷物を積
載した状態でもバッテリ１００が脱着可能となり、利便性を向上させる。
【０１０６】
　収納部７６は、蓋部材７４ｂを取り付けて左側壁部７４の開口７４ｃを閉塞する。これ
により、大型の開口７４ｃを形成した場合でも、開口７４ｃを通じて収納部７６内に異物
や雨水等が進入することが抑えられる。蓋部材７４ｂは、メインスイッチと連動して（ま
たは独立して）施錠可能としてもよい。
　バッテリ１０１，１０２を含む電装部品１３０を収納（搭載）する電装部品収納部７６
が、荷台７５を構成するリアフレーム２１Ａを用いて構成されている。このため、電装部
品収納部７６および荷台７５のフレームを個々に設ける場合に比して、車体構成の簡素化
が図られる。
【０１０７】
　以上説明したように、上記実施形態における電動車両２０１においても、車両走行用の
電気モータ３０と、前記電気モータ３０へ電力を供給するバッテリ１００と、車体後部を
構成し、後輪４ａ，４ｂの上方に向けて延びるリアフレーム２１Ａと、を備えている。前
記リアフレーム２１Ａは、前記バッテリ１００を脱着可能に収納する電装部品収納部７６
を構成している。前記電装部品収納部７６の上面には荷台７５を構成している。前記電装
部品収納部７６は、バッテリ収納空間を開閉するための開閉部（蓋部材７４ｂ）を備えて
いる。
【０１０８】
　この構成によれば、車体後部を構成するリアフレーム２１Ａに、重量物であるバッテリ
１００を搭載する電装部品収納部７６を設けるとともに、電装部品収納部７６の上面に荷
台７５を設け、さらに電装部品収納部７６にはバッテリ収納空間を開閉する開閉部（蓋部
材７４ｂ）を設けている。これにより、電装部品収納部７６の上方に離間して荷台７５を
設ける場合に比べて、重量物であるバッテリ１００を着脱する際、荷台７５を避けて行う
動作が不要となる。また、電装部品収納部７６は、荷台７５の一部等を利用した開閉部に
よってバッテリ収納空間を開閉させることで、この点でも荷台７５を避けてバッテリ１０
０の着脱を行う動作が不要となる。したがって、重量のあるバッテリ１００の着脱を容易
にすることができる。また、電装部品収納部７６の上面を荷台７５として活用し、電動車
両２０１のコンパクト化を図ることができる。
【０１０９】
　上記電動車両２０１において、前記電装部品収納部７６は、前記バッテリ１００を、前
記荷台７５の上面を避けて車両側方から着脱可能としている。
　この構成によれば、荷台７５の上面を避けてバッテリ１００を着脱可能とするので、荷
台７５に荷物を積載した状態でもバッテリ１００が脱着可能となり、利便性を向上させる
ことができる。
【０１１０】
（第三実施形態）
　次に、本発明の第三実施形態について、図６～図８を援用し図１６～図２２を参照して
説明する。
　この実施形態は、前記第一実施形態に対して、左右バッテリ１０１，１０２を前傾させ
、上側ほど前側かつ左右外側に位置するように傾斜した起立姿勢で配置した点で特に異な
る。その他の、前記実施形態と同一構成には同一符号を付して詳細説明は省略する。
【０１１１】
　図１６～図１８に示すように、本実施形態の電動車両３０１は、第一実施形態と同様の
揺動式の電動三輪車として構成されている。したがって、前車体３、後車体５、スイング
ユニット４０、回動機構５０、およびパーキングロック装置９０の詳細説明は省略する。
また、制御システム、およびリアクッションの配置の詳細説明も省略する。
【０１１２】
（電装部品）
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　図１７、図２０を参照し、荷台７５の下方には、電気モータ３０の電源であるバッテリ
１００が配置されている。荷台７５の下方には、電気モータ３０およびバッテリ１００に
係る電装部品１３０として、ジャンクションボックス１２３、ＰＣＵ（Power Control Un
it）１２０、ＤＣ－ＤＣコンバータ１２６およびチャージャー（充電器）１２５が配置さ
れている。後車体５は、バッテリ１００、ジャンクションボックス１２３、ＰＣＵ１２０
、ＤＣ－ＤＣコンバータ１２６およびチャージャー１２５といった電装部品１３０を、リ
アサスペンション２９のバネ上である後車体フレーム２１に支持している。後車体５は、
電装部品１３０を収納する収納部７６の上面を大型の荷台７５として活用している。
【０１１３】
（バッテリ）
　図１７、図１８を参照し、バッテリ１００は、荷台７５の下方に搭載されている。バッ
テリ１００は、複数（例えば左右二つ）の単位バッテリ１０１，１０２で構成されている
。複数の単位バッテリ１０１，１０２は、互いに同一構成とされている。左右バッテリ１
０１，１０２は、車体左右中心線ＣＬ２を挟んで左右対称に設けられている。
　本実施形態では、後車体５の荷台７５よりも低い位置に左右バッテリ１０１，１０２を
搭載することで、重量物である左右バッテリ１０１，１０２を持ち上げる高さが低くて済
み、左右バッテリ１０１，１０２の着脱が容易になる。また、バッテリ収容スペースの上
面は大型の荷台７５となるので、電動車両３０１の利便性が向上する。
【０１１４】
　図２０を併せて参照し、左右バッテリ１０１，１０２は、それぞれ断面矩形状（例えば
略正方形状）をなして長手方向に延びる角柱状（直方体状）をなしている。左右バッテリ
１０１，１０２は、それぞれ矩形状の上面１０１ｃ，１０２ｃを斜め上前方に向けるよう
に、側面視で傾斜して配置されている。左右バッテリ１０１，１０２は、斜め上後方を向
く背面の法線方向から見て、Ｖ字状をなすように配置されている。左右バッテリ１０１，
１０２は、左右方向と直交する車体側面に対しても傾斜している。
【０１１５】
　左右バッテリ１０１，１０２は、斜め上前方を向いた上面１０１ｃ，１０２ｃを、さら
に左右外側に向けている。左右バッテリ１０１，１０２は、それぞれ上側ほど前側かつ左
右外側に位置するように傾斜した起立姿勢で配置されている。左右バッテリ１０１，１０
２の間には、前記法線方向から見てＶ字状の空間が形成されている。左右バッテリ１０１
，１０２の長手方向に沿う軸線を図１７、図１８中線Ｃ４１，Ｃ４２で示している。以下
、軸線Ｃ４１，Ｃ４２に沿う方向をそれぞれ傾斜方向Ｃ４１，Ｃ４２という。
【０１１６】
　バッテリ１００は、左右バッテリ１０１，１０２を適宜結線することで、所定の高電圧
（４８～７２Ｖ）を発生させる。左右バッテリ１０１，１０２は、それぞれ充放電可能な
エネルギーストレージとして、例えばリチウムイオンバッテリで構成されている。左右バ
ッテリ１０１，１０２は、充放電状況や温度等を監視する不図示のＢＭＵ（Battery Mana
ging Unit）を備えている。
【０１１７】
（バッテリケース）
　図１７、図１８、図２０を参照し、バッテリ１００は、後車体５に固定されたバッテリ
ケース１００Ａに対して挿脱される。バッテリケース１００Ａは、左右バッテリ１０１，
１０２に対応する左右バッテリケース１０３，１０４を備えている。左右バッテリ１０１
，１０２は、それぞれ左右バッテリケース１０３，１０４に対して、斜め上前方かつ左右
外側から長手方向（傾斜方向Ｃ４１，Ｃ４２）に沿って挿脱される。左右バッテリケース
１０３，１０４は、それぞれ斜め上前方かつ左右外側に向けて開口している。左右バッテ
リケース１０３，１０４は、互いに一体でも別体でもよい。左右バッテリケース１０３，
１０４には、それぞれケース内に挿入した左右バッテリ１０１，１０２の上方への離脱を
規制する不図示のロック機構が設けられている。
【０１１８】
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　左右バッテリ１０１，１０２は、それぞれ垂直方向に対して斜めにスライドしながら挿
脱される。左右バッテリ１０１，１０２が垂直方向に対して斜めに挿脱されることで、バ
ッテリ挿脱時のバッテリ重量の一部がバッテリケース１０３，１０４の下向きの壁部（斜
面部）１００Ｂに支持される。これにより、左右バッテリ１０１，１０２の挿脱作業がし
やすくなる。
【０１１９】
　図１７、図１８を参照し、バッテリ１０１，１０２は、それぞれの長手方向（傾斜方向
Ｃ４１，Ｃ４２）に沿うＶ字状の軌跡で挿脱される。バッテリ１０１，１０２は、後車体
５の左右中央に位置する単一のフレーム部材（後車体フレーム２１の前部に位置する第二
後部フレーム２２、および後車体フレーム２１の上部に位置する後上部フレーム２３）を
避けて挿脱可能となる。
【０１２０】
　図１７を参照し、左右バッテリ１０１，１０２の下端部には、それぞれバッテリ接続端
子１０１ｄ，１０２ｄが設けられている。左右バッテリケース１０３，１０４の底部（下
端部）には、バッテリ接続端子１０１ｄ，１０２ｄを着脱可能に接続するケース接続端子
１０３ｄ，１０４ｄが設けられている。例えば、左右バッテリ１０１，１０２をバッテリ
ケース１０３，１０４に収納し、前記ロック機構をロック状態に操作することで、バッテ
リ接続端子１０１ｄ，１０２ｄとケース接続端子１０３ｄ，１０４ｄとが接続される。ケ
ース接続端子１０３ｄ，１０４ｄからは、ジャンクションボックス１２３に向けて第一接
続ケーブル１０１ａ，１０２ａが延びている（図６参照）。
【０１２１】
　前記ロック機構の操作および左右バッテリ１０１，１０２の挿脱は手動であり、左右バ
ッテリ１０１，１０２は工具不要で車体に対して着脱される。左右バッテリ１０１，１０
２は、車体に対して着脱可能なモバイルバッテリである。左右バッテリ１０１，１０２は
、それぞれ車外の充電器で充電したり、モバイルバッテリとして外部機器の電源として利
用する等、単独で用いることが可能である。
【０１２２】
　後述するように、左右バッテリ１０１，１０２は、後車体５に対して前車体３を揺動さ
せた状態で、車体に対して着脱可能となる。左右バッテリ１０１，１０２は、前車体３を
揺動させた状態にあるか否かにより、車体に対して着脱可能な状態と着脱不能な状態とを
切り替える。
【０１２３】
（電装部品の配置）
　図１７～図２０を参照し、左右バッテリ１０１，１０２、ＰＣＵ１２０、ジャンクショ
ンボックス１２３、チャージャー１２５およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６を含む電装部
品１３０は、後車体５に搭載されている。電装部品１３０は、後車体５に構成されたリア
サスペンション２９のバネ上に搭載されている。これにより、リアサスペンション２９の
バネ下重量の増加を抑えて作動性を向上させ、路面追従性や悪路走破性を向上させている
。
【０１２４】
　図１９、図２０を参照し、ＰＣＵ１２０は、上下厚さを抑えた偏平をなしている。ＰＣ
Ｕ１２０は、例えば後車体カバー７０の前壁部７１の背後で、前壁部７１と略平行に傾斜
して配置されている。ＰＣＵ１２０は、平面視矩形状をなし、長手方向を左右方向に向け
て配置されている。ＰＣＵ１２０の前方を向く上面には、複数の放熱フィン１２０ａが立
設されている。放熱フィン１２０ａの前方には、後車体カバー７０の前壁部７１に形成さ
れた走行風取入口７１ａが対向配置されている。これにより、走行風取入口７１ａから取
り入れた走行風でＰＣＵ１２０が効果的に冷却されるとともに、他の電装部品１３０も併
せて冷却される。走行風取入口７１ａは、前壁部７１に限らず側壁部７４や上壁部７２に
設けてもよく、かつ導風フードを有してもよい。後車体カバー７０内に取り入れた走行風
を排出する排風口を、後車体カバー７０の後部に設けてもよい。
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【０１２５】
　側面視でＰＣＵ１２０、バッテリ１００およびリアロアサイドフレーム２６に囲まれる
空間には、ジャンクションボックス１２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６が配置され
ている。ジャンクションボックス１２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６は、それぞれ
上下厚さを抑えた偏平状をなし、例えば左右リアロアサイドフレーム２６間に渡る支持部
材上に略水平に支持されている。
【０１２６】
　図１７を参照し、ジャンクションボックス１２３の少なくとも一部（少なくとも第一接
続ケーブル１０１ａ，１０２ａを接続する端子台）は、バッテリ１０１，１０２の長さ方
向において、バッテリ１０１，１０２の長さ方向の中央部１０１ｅ，１０２ｅよりもバッ
テリ接続端子１０１ｄ，１０２ｄ側の領域Ｒ４に配置されている。換言すれば、ジャンク
ションボックス１２３の少なくとも一部は、バッテリ１０１，１０２の長さ方向の中央部
１０１ｅ，１０２ｅを通り長さ方向と直交する直交面（仮想面）よりもバッテリ接続端子
１０１ｄ，１０２ｄ側の領域Ｒ４に配置されている。これにより、バッテリ１０１，１０
２とジャンクションボックス１２３とをつなぐ第一接続ケーブル１０１ａ，１０２ａの短
縮化が図られる。
【０１２７】
　図１９を参照し、側面視でバッテリ１００、後上部フレーム２３およびリアサイドフレ
ーム２７に囲まれる空間には、チャージャー１２５が配置されている。チャージャー１２
５は、上下厚さを抑えた偏平状をなしている。チャージャー１２５は、例えば左右リアサ
イドフレーム２７間に渡る支持部材上に、リアサイドフレーム２７と略平行な傾斜姿勢で
支持されている。チャージャー１２５は、後車体５の後端近傍に配置されることで、使用
者がアクセスしやすい。また、チャージャー１２５から充電コードを引き出す、あるいは
外部の充電コードを接続するといった充電作業を容易にしている。チャージャー１２５は
、後車体５の後端近傍に配置されることで、バッテリ充電時の放熱性を高めている。
【０１２８】
　チャージャー１２５は、バッテリ１００の後方に配置されている。このため、バッテリ
１００（左右バッテリ１０１，１０２）に対する後方からの外乱の影響がチャージャー１
２５によって抑えられる。例えば、後面衝突時の左右バッテリ１０１，１０２への荷重入
力が、チャージャー１２５によって抑制される。
【０１２９】
　ＰＣＵ１２０は、例えば車体左右中心線ＣＬ２を左右に跨いで配置されている。ジャン
クションボックス１２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６は、例えば車体左右中心線Ｃ
Ｌ２を挟んで左右に並んで配置されている。チャージャー１２５は、例えば車体左右中心
線ＣＬ２を左右に跨いで配置されている。
【０１３０】
　これらの電装部品１３０は、後車体５の外側部（左右後輪４ａ，４ｂの左右外側端部）
よりも左右方向内側に配置されている。これにより、電装部品１３０に対する車両外側方
からの外乱による影響が抑えられる。
　電装部品１３０は、後輪車軸４２よりも上方で、かつ後車体フレーム２１の下端に位置
する左右リアロアサイドフレーム２６よりも上方に配置されている。これにより、電装部
品１３０の地上高を確保し、車両下方（路面側）からの外乱の影響を抑え、かつ路面側か
らの被水も抑えている。
【０１３１】
　電装部品１３０の内、左右バッテリ１０１，１０２、ＰＣＵ１２０、ジャンクションボ
ックス１２３およびＤＣ－ＤＣコンバータ１２６といった駆動系のものは、後輪車軸４２
よりも前方に配置されている。これにより、駆動系の電装部品１３０は、後輪４ａ，４ｂ
の前方にオフセットした電気モータ３０と接続しやすく、かつ後車体５の前側への集中配
置により配線長さの短縮が図られる。
　電装部品１３０は、後車体５にまとめて配置することで、各部品間を繋ぐ配線の長さを
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抑え、かつ各部品の相対移動による配線の屈曲や干渉による摩耗等の発生を抑えている。
【０１３２】
　電装部品１３０は、非揺動側車体である後車体５に搭載されるので、電装部品１３０の
重量が揺動側車体である前車体３の揺動に影響することを抑え、電動車両３０１の旋回性
能への影響を抑えている。
【０１３３】
（バッテリの挿脱）
　図１７、図１９を参照し、後車体カバー７０の前壁部７１には、左右バッテリ１０１，
１０２の上面１０１ｃ，１０２ｃと挿脱方向（長手方向）で対向する位置に、左右開口７
７がそれぞれ形成されている。左右開口７７は、バッテリ収納部７６を前方に向けて開放
する。左右開口７７は、例えば前後方向視で矩形状をなし、角柱状の左右バッテリ１０１
，１０２をそれぞれ挿脱可能とする。左右開口７７は、前後車体３，５間の隙間Ｓ１に臨
んでいる。
【０１３４】
　図２１を併せて参照し、前車体３が直立状態Ａにあるとき、前車体３の後部傾斜部９ａ
の少なくとも一部が、開口７７と隙間Ｓ１を空けて対向する位置にある。隙間Ｓ１は、左
右バッテリ１０１，１０２の挿脱方向の長さより小さい。このため、左右バッテリ１０１
，１０２の挿脱は不能となる。左右バッテリ１０１，１０２の挿脱を可能とするには、前
車体３を揺動させて揺動状態Ｂとし（図２２参照）、後部傾斜部９ａを開口７７との対向
位置から退避させる必要がある。
【０１３５】
　図２２を参照し、前車体３は、直立状態Ａ（図２１参照）から回動機構５０の軸線Ｃ１
回りに予め定めた角度θだけ回動することで、揺動状態Ｂとなる。前車体３は、揺動状態
Ｂにおいて後部傾斜部９ａを開口７７との対向位置から退避させ、左右バッテリ１０１，
１０２の挿脱を可能とする。このとき、前車体３の揺動角度θは、回動機構５０が相対回
動をロック可能な角度範囲にある。これにより、左右バッテリ１０１，１０２の挿脱時に
、前車体３を揺動状態Ｂでロック可能である。
【０１３６】
　左右開口７７には、それぞれ開閉可能なリッド７８が設けられている。車両前方を向い
た左右開口７７にリッド７８を設けることで、バッテリ側への異物や雨水等の進入が抑え
られる。リッド７８には、バッテリ側への走行風（冷却風）を取り入れ可能とする走行風
取入口を形成してもよい。リッド７８は、メインスイッチと連動して（または独立して）
施錠可能としてもよい。
【０１３７】
　左右開口７７は、前車体３の直立状態Ａでは、前車体３の後部傾斜部９ａによって、左
右バッテリ１０１，１０２を着脱不能となる。左右開口７７は、前車体３が左右何れかに
揺動して揺動状態Ｂになると、左右バッテリ１０１，１０２の何れかを着脱可能となる。
前車体３が揺動状態Ｂになると、揺動方向と反対側の開口７７から後部傾斜部９ａが退避
し、この開口７７に対して左右バッテリ１０１，１０２の対応するものを着脱可能となる
。
【０１３８】
　すなわち、図８に示すように、前車体３を右側にロールさせると、後車体５の左側の開
口７７が前方に露出し、左側のバッテリ１０１を着脱可能となる。一方、図示は略すが、
前車体３を左側にロールさせると、後車体５の右側の開口７７が前方に露出し、右側のバ
ッテリ１０２を着脱可能となる。前車体３の傾斜方向（揺動方向）と反対側から左右バッ
テリ１０１，１０２の何れかを着脱可能となるので、前車体３の傾斜方向と反対側に立つ
使用者から左右バッテリ１０１，１０２の着脱作業をしやすい。
【０１３９】
　このように、前後車体３，５の相対揺動に応じて、左右バッテリ１０１，１０２を着脱
可能な状態と左右バッテリ１０１，１０２を着脱不能な状態とが切り替わる。このため、
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電動車両３０１の駐車時には、パーキングロック操作をすることのみで確実に左右バッテ
リ１０１，１０２の着脱が不能となり、バッテリ１００の防盗性を向上させる。バッテリ
１００の周囲は後車体カバー７０に覆われて外部から遮蔽されるので、この点でもバッテ
リ１００の防盗性を向上させる。
【０１４０】
　電動車両３０１は、パーキングレバー９１の操作により前車体３の揺動を規制するパー
キングロック装置９０を備えている。パーキングレバー９１は、前車体３の揺動をロック
したロック位置において、メインスイッチのオフに応じて施錠状態となる。電動車両３０
１は、以下の手順により、左右バッテリ１０１，１０２を取り出し不能としたロック状態
で施錠可能である。
【０１４１】
　すなわち、前車体３を直立状態Ａ相当としてパーキングレバー９１をロック位置に操作
し、この状態でメインスイッチをオフにする。すると、前車体３の揺動が直立状態Ａ相当
でロックされ、もって左右バッテリ１０１，１０２を取り出し不能な状態でロックされる
。この状態からパーキングレバー９１を操作して前車体３の揺動ロック（左右バッテリ１
０１，１０２の取り出しのロック）を解除するには、メインスイッチをオンにする操作が
必要となる。
【０１４２】
　このように、電動車両３０１は、駐車時等において左右バッテリ１０１，１０２を取り
出し不能な状態で施錠可能であり、バッテリ１００の防盗性を向上させている。そして、
電動車両３０１の旋回走行時にバンクする前車体３の揺動ロック機構９３（パーキングロ
ック装置９０）を利用して、バッテリ１００の盗難防止用のロックを行うので、簡素な構
成で盗難防止ロック構造の実現が可能となる。
【０１４３】
　また、収納部７６を荷台７５の下方に設けることで、バッテリ１００を着脱する際にバ
ッテリ１００を持ち上げる高さが低くて済む。
　そして、バッテリ１０１，１０２を含む電装部品１３０を収納（搭載）する電装部品収
納部７６が、荷台７５を構成するリアフレーム２１Ａを用いて構成されるので、電装部品
収納部７６および荷台７５のフレームを個々に設ける場合に比して、車体構成の簡素化が
図られる。
【０１４４】
　以上説明したように、上記実施形態における電動車両３０１においても、車両走行用の
電気モータ３０と、前記電気モータ３０へ電力を供給するバッテリ１００と、車体後部を
構成し、後輪４ａ，４ｂの上方に向けて延びるリアフレーム２１Ａと、を備えている。前
記リアフレーム２１Ａは、前記バッテリ１００を脱着可能に収納する電装部品収納部７６
を構成している。前記電装部品収納部７６の上面には荷台７５を構成している。前記電装
部品収納部７６は、バッテリ収納空間を開閉するための開閉部（リッド７８）を備えてい
る。
【０１４５】
　この構成によれば、車体後部を構成するリアフレーム２１Ａに、重量物であるバッテリ
１００を搭載する電装部品収納部７６を設けるとともに、電装部品収納部７６の上面に荷
台７５を設け、さらに電装部品収納部７６にはバッテリ収納空間を開閉する開閉部（リッ
ド７８）を設けている。これにより、電装部品収納部７６の上方に離間して荷台７５を設
ける場合に比べて、重量物であるバッテリ１００を着脱する際、荷台７５を避けて行う動
作が不要となる。また、電装部品収納部７６は、荷台７５の一部等を利用した開閉部によ
ってバッテリ収納空間を開閉させることで、この点でも荷台７５を避けてバッテリ１００
の着脱を行う動作が不要となる。したがって、重量のあるバッテリ１００の着脱を容易に
することができる。また、電装部品収納部７６の上面を荷台７５として活用し、電動車両
３０１のコンパクト化を図ることができる。
【０１４６】
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　上記電動車両３０１において、前記電装部品収納部７６は、前記バッテリ１００を、前
記荷台７５の上面を避けて車両前方から着脱可能としている。
　この構成によれば、荷台７５の上面を避けてバッテリ１００を着脱可能とするので、荷
台７５に荷物を積載した状態でもバッテリ１００が脱着可能となり、利便性を向上させる
ことができる。
【０１４７】
　なお、本発明は上記実施形態に限られるものではない。例えば、実施形態では屋根付き
の自動三輪車を例示したが、これに限らない。本発明は、屋根なしの車両を含め、前後の
車体を相対回動可能な鞍乗り型車両に広く適用可能である。前記鞍乗り型車両には、運転
者が車体を跨いで乗車する車両全般が含まれ、自動二輪車（原動機付自転車及びスクータ
型車両を含む）のみならず、三輪（前一輪かつ後二輪の他に、前二輪かつ後一輪の車両も
含む）又は四輪の車両も含まれる。
【０１４８】
　図２３は、本実施形態における自動二輪車としての電動車両１’が示されている。電動
車両１’は、「前記リアフレーム２１Ａは、前記バッテリ１００を脱着可能に収納する電
装部品収納部７６を構成する」、「前記電装部品収納部７６の上面に荷台７５を構成する
」、「前記電装部品収納部７６は、バッテリ収納空間を開閉するための開閉部（上壁部７
２）を備える」の構成を適用している。以下、電動車両１’について説明するが、上記実
施形態と同一構成には同一符号を付してその説明は省略する。
【０１４９】
　電動車両１’は、操向輪である一輪の前輪２を前車体３に支持している。電動車両１’
は、駆動輪である一輪の後輪４を後車体５に支持している。前車体３の前車体フレーム１
１と後車体５の後車体フレーム２１とは、相対回動不能に一体化されている。後車体フレ
ーム２１は、側面視で後輪４の上方に向けて延びるリアフレーム２１Ａを構成している。
【０１５０】
　前車体フレーム２１のロアクロスフレーム１７およびリアロアクロスフレーム１８には
、ピボットブラケット１９が固定されている。ピボットブラケット１９には、スイングア
ーム４０’の前端部が、左右方向に沿うスイング軸（ピボット軸）４１’を介して上下揺
動可能に支持されている。スイングアーム４０’の後端部には、後輪４が支持されている
。スイングアーム４０’は、側面視でスイング軸４１’から後輪車軸４２まで延びるよう
に、長さ方向を前後方向に向けて配置されている。
【０１５１】
　電動車両１の駆動源である電気モータ３０’は、例えばスイングアーム４０’の長さ方
向の中間部に搭載されている。電気モータ３０’は、駆動軸を車両左右方向に向けたいわ
ゆる横置き配置され、後輪４とドライブチェーン４５’を介して連係されている。電気モ
ータ３０’は、リアクッション２８を含むリアサスペンション２９のバネ下に搭載される
が、リアサスペンション２９のバネ上である前車体フレーム１１やリアフレーム２１Ａに
搭載されてもよい。
【０１５２】
　スイングアーム４０’の上方で荷台７５の下方には、後車体５に対して着脱可能なバッ
テリ１００（左右バッテリ１０１，１０２）が配置されている。荷台７５の下方には、電
気モータ３０’およびバッテリ１００に係る電装部品１３０として、ジャンクションボッ
クス１２３、ＰＣＵ（Power Control Unit）１２０、ＤＣ－ＤＣコンバータ１２６および
チャージャー（充電器）１２５が配置されている。リアフレーム２１Ａは、上記電装部品
１３０を収納する電装部品収納部７６を構成している。荷台７５の上面を構成する上壁部
７２は、ヒンジ等を介して後車体フレーム１１に連結されている。上壁部７２は、電装部
品収納部７６（バッテリ収納空間を含む）の上面を開閉可能な開閉部を構成している。
【０１５３】
　この電動車両１’においても、重量物であるバッテリ１００を着脱する際、荷台７５を
避けて行う動作が不要となり、重量のあるバッテリ１００の着脱を容易にすることができ
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る。なお、図２３では第一実施形態における電装部品１３０の配置を例示したが、これに
限らない。例えば、第二実施形態および第三実施形態における電装部品１３０の配置を適
用することも可能である。
【０１５４】
　また、電装部品１３０をリアサスペンション２９のバネ上に搭載する構成であればよい
。例えば、前車体３に後輪４の上方を後方へ延びるリアフレームを一体に設け、このリア
フレームに電装部品１３０を搭載してもよい。リアフレームを前車体３に設ける場合、ス
イングユニット４０および後輪４の揺動スペースを確保しやすくなる。
　リアクッション２８は、バッテリ１００よりも前方に配置してもよい。この場合、リア
クッション２８を単一に設けてもよい。また、リアクッション２８は、リンク機構を介し
て車体に連結されてもよい。
【０１５５】
　第一実施形態では、荷台７５の上面（荷物積載面）を形成する上壁部７２の全体を、電
装部品収納部７６の上面を開閉する開閉部としたが、これに限らない。例えば、上壁部７
２の一部を開閉部としてもよい。また、第三実施形態において、前壁部７１の全体を、電
装部品収納部７６の前面を開閉する開閉部としてもよい。また、第二実施形態において、
側壁部７４の全体を、電装部品収納部７６の側面を開閉する開閉部としてもよい。さらに
、後壁部７３の少なくとも一部を、電装部品収納部７６の後面を開閉する開閉部としても
よい。すなわち、電装部品収納部７６を覆う後車体カバー７０の少なくとも一部を、バッ
テリ１００の着脱を可能とする開閉部とした構成であればよい。
　そして、上記実施形態における構成は本発明の一例であり、実施形態の構成要素を周知
の構成要素に置き換える等、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１５６】
　１，１’，２０１，３０１　電動車両
　２　前輪
　４　後輪
　４ａ，４ｂ　左右後輪
　２１Ａ　リアフレーム
　２８　リアクッション
　３０，３０’　電気モータ
　４０　スイングユニット（スイングアーム）
　４０’　スイングアーム
　４０ａ　中央部
　Ｃ２　長さ方向
　４１　スイング軸
　４３ｂ　モータケース
　７２　上壁部（開閉部）
　７４ｂ　蓋部材（開閉部）
　７５　荷台
　７６　電装部品収納部
　７８　リッド（開閉部）
　１００　バッテリ
　１０１，１０２　単位バッテリ
　１０１ｄ，１０２ｄ　バッテリ接続端子
　１０１ｅ，１０２ｅ　中央部
　Ｃ４１，Ｃ４２　傾斜方向
　１００Ａ　バッテリケース
　１０３，１０４　単位バッテリケース
　１２０　パワーコントロールユニット
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　１２３　ジャンクションボックス
　１２５　チャージャー（充電器）
　１２６　ダウンレギュレータ
　１３０　電装部品

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(34) JP 6950081 B2 2021.10.13

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】
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